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ラ
イ
ナ
ー
・
フ
ォ
ル
ス
ト
の
正
義
論
の
批
判
的
検
討

─
─
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
以
後
の
討
議
理
論
の
進
展
と
そ
の
成
否
─
─

宮
　
　
田
　
　
賢
　
　
人

は
じ
め
に

　

二
〇
世
紀
の
代
表
的
哲
学
者
Ｊ
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
討
議
理
論
を
理
論
化
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
討
議
手
続
に
よ
り
妥
当

な
行
為
規
範
を
同
定
す
る
討
議
理
論
は
、
こ
れ
ま
で
道
徳
・
政
治
・
法
哲
学
等
、
実
践
哲
学
の
諸
分
野
で
成
果
を
出
し
て
き
た
。
一
方

で
、
討
議
理
論
に
は
様
々
な
批
判
も
加
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
典
型
と
し
て
は
、
正
の
善
に
対
す
る
優
越
と
い
う
前
提
の
下
、
善
の
概

念
を
不
適
切
に
扱
っ
て
い
る
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
の
批
判
や
、
討
議
理
論
が
用
い
る
形
式
的
─
手
続
的
原
理
は
、
正
当
化
の
実

質
的
基
準
に
つ
い
て
何
も
述
べ
な
い
空
虚
な
原
理
だ
と
い
う
形
式
主
義
批
判
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
討
議
理
論
の
課
題
を
克
服

し
つ
つ
、
手
続
主
義
に
依
拠
し
た
実
践
哲
学
・
正
義
論
を
構
想
し
た
の
が
、
本
稿
の
検
討
対
象
の
ラ
イ
ナ
ー
・
フ
ォ
ル
ス
ト
で
あ
る
。

　
『
正
当
化
へ
の
権
利
』
に
お
い
て
フ
ォ
ル
ス
ト
が
提
示
し
た
批
判
的
正
義
論
の
特
徴
の
一
つ
は
、
従
来
の
正
義
論
の
問
題
設
定
が
不

十
分
だ
と
指
摘
す
る
点
に
あ
る
。
従
来
の
正
義
論
で
は
「
誰
が
ど
の
よ
う
な
財
を
獲
得
す
る
か
」
が
中
心
問
題
と
さ
れ
、「
誰
が
ど
の

よ
う
に
、
財
の
生
産
・
分
配
制
度
を
決
定
し
、
そ
れ
を
実
行
す
る
か
」
と
い
う
問
い
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
問
題
設
定
の
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下
で
、
従
来
の
正
義
論
に
お
け
る
主
体
は
、
社
会
構
造
の
正
当
化
手
続
へ
の
積
極
的
な
参
加
者
で
は
な
く
、
受
動
的
な
財
の
受
給
者
と

み
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
誰
が
財
の
生
産
・
分
配
・
実
行
体
制
の
正
当
化
手
続
に
参
加
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
参
加
す
べ
き

も
の
が
不
当
に
排
除
さ
れ
て
い
な
い
か
、
と
い
う
正
当
化
権
力
（Rechtfertigungsm

acht

）
の
分
配
の
問
い
が
十
分
論
じ
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
こ
の
正
当
化
権
力
の
分
配
問
題
こ
そ
正
義
の
第
一
の
問
い
だ
と
主
張
す
る
。

　

こ
の
理
論
的
主
張
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
人
間
は
、
理
性
を
備
え
た
存
在
と
し
て
、
他
者
に
対
し
て
正
当
化
を
求
め
る
権
利
、
あ
る

い
は
正
当
化
に
応
じ
る
義
務
を
有
す
る
と
い
う
規
範
的
主
張
で
あ
る
。
我
々
は
、
研
究
室
で
あ
れ
法
廷
で
あ
れ
、
様
々
な
コ
ン
テ
ク
ス

ト
に
お
い
て
、
主
張
や
行
為
の
正
当
化
を
他
者
に
対
し
て
要
求
す
る
。
正
当
化
の
適
切
な
仕
方
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
応
じ
て
異
な
る
が
、

フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
行
為
の
正
当
化
が
問
題
と
な
る
実
践
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
、
倫
理
・
法
・
国
家
市
民
と
民
主
制
・
道
徳
の
四
つ
に
分

類
す
る
。
フ
ォ
ル
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
各
人
の
正
当
化
の
権
利
が
こ
れ
ら
四
つ
の
ど
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
、
各
人
の

要
求
が
無
視
さ
れ
な
い
よ
う
な
基
本
構
造
を
有
し
た
社
会
が
、
正
義
に
適
っ
た
社
会
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
正
当
化
へ
の
権
利
／
義

務
は
、
正
当
化
に
参
加
す
べ
き
者
を
恣
意
的
に
排
除
す
る
不
正
な
正
当
化
関
係
を
批
判
す
る
た
め
の
規
範
的
準
拠
点
と
な
る
。

　

以
上
が
フ
ォ
ル
ス
ト
正
義
論
の
素
描
だ
が
、
す
で
に
、
二
人
の
哲
学
者
の
影
響
が
容
易
に
見
て
取
れ
る
。
第
一
に
、
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、

正
義
に
適
っ
た
社
会
の
基
本
構
造
の
探
求
と
い
う
Ｊ
・
ロ
ー
ル
ズ
の
関
心
を
、
基
本
構
造
の
正
当
化
手
続
へ
の
参
加
の
問
題
に
焦
点
を

当
て
る
こ
と
で
、
よ
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
深
化
さ
せ
た
。
第
二
に
、
基
本
構
造
の
正
当
化
の
準
拠
点
で
あ
る
正
当
化
へ
の
権
利
／
義
務
は
、

明
ら
か
に
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
討
議
理
論
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
理
性
の
類
似
物
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
フ
ォ
ル
ス
ト
正
義
論

の
十
全
な
理
解
の
た
め
に
は
、
彼
ら
の
思
想
と
の
対
照
が
不
可
欠
だ
が
、
本
稿
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
の
比
較
の
み
を
行
う
（
そ
れ

ゆ
え
、
ロ
ー
ル
ズ
以
来
の
正
義
論
と
の
同
異
は
ほ
と
ん
ど
検
討
で
き
な
か
っ
た
）。
フ
ォ
ル
ス
ト
正
義
論
と
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
討
議
理
論

と
の
同
異
を
確
認
し
、
フ
ォ
ル
ス
ト
が
加
え
た
修
正
点
の
成
否
を
問
う
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。 （

5
）
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本
稿
の
流
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
比
較
の
前
提
と
し
て
、
討
議
理
論
の
基
本
的
枠
組
を
確
認
し
（
第
一
章
第
一
節
）、
フ

ォ
ル
ス
ト
の
、
四
つ
の
実
践
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
正
当
化
へ
の
権
利
／
義
務
に
関
す
る
主
張
を
確
認
す
る
（
第
二
節
）。
次
に
、
討
議

理
論
へ
の
重
要
な
修
正
点
と
し
て
、
正
当
化
へ
の
権
利
／
義
務
の
実
質
的
識
別
力
か
ら
、
社
会
の
基
本
構
造
に
関
す
る
実
質
的
主
張
を

導
出
し
う
る
と
い
う
彼
の
議
論
を
確
認
す
る
（
第
三
節
）。
た
だ
し
、
こ
の
導
出
に
は
、
全
て
の
人
間

0

0

0

0

0

が
正
当
化
へ
の
権
利
／
義
務
を

有
す
る
こ
と
を
根
拠
づ
け
る
必
要
が
あ
る
（
第
四
節
）。
だ
が
私
見
で
は
、
正
当
化
へ
の
権
利
／
義
務
が
道
徳
理
論
的
に
根
拠
づ
け
ら

れ
う
る
範
囲
は
、
十
分
理
性
を
備
え
た
他
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
留
ま
る
。
こ
の
主
張
を
論
じ
る
た
め
、
ま
ず
、
全
て
の
人
間
に
対
す
る
正
当
化
へ
の
義

務
の
根
拠
づ
け
を
試
み
る
フ
ォ
ル
ス
ト
の
議
論
を
確
認
し
（
第
二
章
第
一
節
）、
次
に
、
彼
の
議
論
の
不
十
分
さ
を
指
摘
す
る
（
第
二

節
）。
最
後
に
、
本
稿
の
主
張
を
ふ
ま
え
た
今
後
の
展
望
と
し
て
、
実
践
的
判
断
力
の
研
究
の
必
要
性
を
述
べ
る
（
お
わ
り
に
）。

第
一
章　

フ
ォ
ル
ス
ト
正
義
論
と
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
討
議
理
論
と
の
同
異

第
一
節　

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
討
議
理
論
の
基
本
的
枠
組

　

一
九
七
三
年
に
公
表
さ
れ
た
『
真
理
の
諸
理
論
』
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
討
議
理
論
の
出
発
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
論
文
で
あ
る
。

こ
の
論
文
で
彼
は
、
我
々
の
外
部
に
実
在
す
る
事
実
と
命
題
内
容
と
の
合
致
を
真
理
と
捉
え
る
対
応
説
を
批
判
し
、
発
話
行
為
の
中
で

他
者
に
対
し
て
掲
げ
ら
れ
た
、
妥
当
要
求
（Geltungsanspruch
）
に
関
す
る
相
互
的
な
合
意
が
、
命
題
の
真
理
性
を
保
証
す
る
と

い
う
合
意
説
を
提
唱
し
た
。
そ
し
て
合
意
は
、
理
性
的
な
も
の
と
見
せ
か
け
に
過
ぎ
ぬ
も
の
と
に
区
別
さ
れ
、
発
言
機
会
の
平
等
・
強

制
の
排
除
・
誠
実
性
の
要
請
と
い
っ
た
諸
条
件
を
満
た
し
た
理
想
的
発
話
状
況
の
下
で
成
立
し
た
合
意
の
み
が
、
理
性
的
合
意
と
し
て
、

真
理
の
基
準
に
な
り
う
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
発
話
行
為
や
討
議
的
実
践
に
内
在
す
る
こ
れ
ら
規
範
的
諸
前
提
は
『
普
遍
的
語
用
論
と
は

何
か
』（
一
九
七
六
年
）
に
至
る
と
、
発
話
内
行
為
（illocutionary act

）
に
際
し
て
言
語
行
為
者
が
普
遍
的
に
想
定
す
る
語
用
論
的

（
6
）

（
7
）
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前
提
だ
と
説
明
さ
れ
た
。
発
話
内
行
為
に
内
在
す
る
普
遍
的
か
つ
規
範
的
諸
前
提
は
、
自
ら
の
批
判
理
論
の
規
範
的
準
拠
点
を
探
し
求

め
て
い
た
当
時
の
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
を
引
き
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
カ
ン
ト
的
な
形
而
上
学
的
理
性
も
、
マ
ル
ク
ス
的

な
歴
史
的
理
性
も
信
頼
を
失
っ
た
当
時
に
あ
っ
て
、
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
内
在
す
る
規
範
性
は
、
誰
も
が
容
認
し
う
る
規

範
的
基
準
に
な
る
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
の
理
論
』（
一
九
八
一
年
）
で
は
、
こ
の
規

範
性
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
理
性
へ
と
名
前
を
変
え
て
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
批
判
理
論
の
規
範
的
準
拠
点
に
据
え
ら
れ
る
。

　

次
に
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
討
議
倫
理
（D

ikursethik

）
と
よ
ば
れ
る
道
徳
理
論
の
構
想
へ
向
か
う
。『
道
徳
意
識
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
行
為
』（
一
九
八
三
年
）
で
は
、
了
解
志
向
的
な
発
話
内
行
為
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
）
の
反
省
態
で
あ
る
討
議
に

お
い
て
、
我
々
が
引
き
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
論
証
前
提
が
分
析
さ
れ
、
そ
の
論
証
前
提
を
も
と
に
普
遍
化
原
則
🄤
が
定
式
化
さ
れ
る
。

🄤
：「
ど
の
妥
当
な
規
範
も
次
の
条
件
を
満
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
当
該
規
範
の
一
般
的

0

0

0

遵
守
に
よ
っ
て
、
各0

個
人
の
利
害
関
心
の
充

足
に
対
し
て
そ
の
都
度
も
た
ら
さ
れ
る
（
と
予
想
さ
れ
る
）
帰
結
や
副
次
的
影
響
が
、
全
て
の

0

0

0

関
係
者
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
る
こ
と
」。

道
徳
的
討
議
に
お
い
て
我
々
は
、
🄤
を
手
続
的
な
討
議
規
則
と
し
、
🄤
に
合
致
す
る
道
徳
規
範
の
み
を
正
当
だ
と
判
定
す
る
。
さ
て
、

討
議
倫
理
で
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
道
徳
規
範
の
正
当
化
の
み
を
論
じ
た
が
『
実
践
理
性
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
、
倫
理
的
な
、
道
徳

的
な
使
用
に
つ
い
て
』（
一
九
八
八
年
）
に
至
る
と
、
討
議
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
各
人
の
人
生
に
関
す
る
実
存
的
決
断
や
手
段
の
合

理
的
選
択
の
正
当
化
に
も
適
用
可
能
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
論
文
で
は
「
私
は
何
を
為
す
べ
き
か
」
と
い
う
問
い
へ
答
え
る
際
の
観
点
の

違
い
に
応
じ
て
、
実
践
的
討
議
が
道
徳
的
（m

oralisch

）・
倫
理
的
─
実
存
的
（ethisch-existentiell

）・
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な

（pragm
atisch

）
討
議
の
三
類
型
に
区
別
さ
れ
た
。
そ
し
て
『
事
実
性
と
妥
当
』（
一
九
九
二
年
）
で
は
、
討
議
理
論
が
政
治
理

論
・
法
理
論
に
ま
で
応
用
さ
れ
、
法
規
範
の
制
定
や
適
用
の
問
題
が
討
議
理
論
的
に
論
じ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
単
に
道
徳
の
領
域
の

み
に
関
係
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
討
議
倫
理
は
、
実
践
の
全
領
域
を
包
括
す
る
討
議
理
論
（D

iskurstheorie

）
へ
と
移
行
し
た
。

（
8
）

（
9
）

（
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こ
の
過
程
で
🄤
の
理
論
上
の
位
置
も
変
化
し
た
。
討
議
倫
理
の
構
想
当
初
、
全
て
の
実
践
的
問
い
の
根
本
原
理
で
あ
る
か
の
如
く
見

え
た
🄤
は
、『
事
実
性
と
妥
当
』
に
お
い
て
、
討
議
原
理
🄓
が
道
徳
的
討
議
に
お
い
て
特
殊
化
さ
れ
る
こ
と
で
生
じ
た
原
理
だ
と
さ
れ

る
。
🄓
：「
あ
り
う
る
全
て
の
関
係
者
が
合
理
的
討
議
の
参
加
者
と
し
て
同
意
し
う
る
で
あ
ろ
う
行
為
規
範
こ
そ
、
妥
当
で
あ
る
」。
🄓

は
討
議
の
論
証
前
提
を
定
式
化
し
た
も
の
で
、
こ
れ
自
体
は
行
為
規
範
一
般
が
満
た
す
べ
き
必
要
条
件
を
述
べ
る
に
過
ぎ
ず
、
🄓
を
満

た
し
た
規
範
が
、
道
徳
規
範
・
法
規
範
・
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
手
段
選
択
や
倫
理
的
決
断
に
関
す
る
規
範
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
の

で
は
な
い
。
こ
の
意
味
で
ど
の
規
範
か
ら
も
中
立
な
原
理
で
あ
る
🄓
は
、
実
践
的
問
題
の
種
類
に
応
じ
て
、
道
徳
原
理
🄤
・
法
制
定

（Rechtsetzung

）
を
正
統
化
す
る
民
主
主
義
原
理
へ
と
特
殊
化
さ
れ
る
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
倫
理
的
問
題
や
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
問
題
に
関
す
る
正
当
化
原
理
に
つ
い
て
論
じ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
原
理
も
他
と
同
様
、
🄓
の
特
殊
化
原
理
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
一
つ
の
手
続
的
原
理
が
実
践
的
問
題
の
種
類
に
応
じ
て
分
化
す
る
と
い
う
、
討
議
理
論
の
基
本
的
枠
組
が
完
成
し
た
。

　

討
議
理
論
は
こ
れ
ま
で
様
々
な
批
判
を
受
け
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
道
徳
規
範
の
正
当
化
に
お
け
る
動
機
の
重
要
性
を
見
落
と
し
て

い
る
と
か
、
ど
の
実
践
的
領
域
か
ら
も
中
立
な
🄓
か
ら
民
主
主
義
原
理
を
導
出
す
る
こ
と
で
、
不
当
に
も
、
法
の
正
統
化
の
問
題
を
道

徳
的
正
当
化
の
問
題
か
ら
切
り
離
し
た
等
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
よ
く
知
ら
れ
た
批
判
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
合
意
理
論
批
判
が
あ
る
。

🄓
や
🄤
は
、
そ
の
定
式
の
内
に
一
切
の
実
質
的
内
容
を
も
有
さ
ぬ
形
式
的
原
理
で
あ
り
、
行
為
規
範
の
実
質
的
正
当
化
に
は
、
そ
れ
ら

を
手
続
的
討
議
規
則
と
し
た
討
議
に
お
け
る
全
員
一
致
の
合
意
を
必
要
と
す
る
。
だ
が
そ
の
よ
う
な
合
意
は
、
全
関
係
者
の
見
解
が
一

致
す
る
理
想
的

0

0

0

状
況
で
も
想
定
せ
ぬ
限
り
到
達
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
批
判
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
🄓

や
🄤
が
現
実
の

0

0

0

討
議
で
用
い
ら
れ
る
手
続
的
規
則
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
規
範
の
実
質
的
正
当
化
が
可
能
だ
と
主
張
す
る
が
、
こ
の

反
論
が
成
功
し
て
い
る
か
は
疑
わ
し
く
、
討
議
理
論
に
は
合
意
理
論
批
判
を
退
け
る
と
い
う
課
題
が
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。
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第
二
節　

理
性
的
正
当
化
の
四
つ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

　

以
上
の
討
議
理
論
の
基
本
的
枠
組
を
引
き
継
ぎ
、
フ
ォ
ル
ス
ト
正
義
論
は
構
想
さ
れ
た
。
以
下
で
は
、
彼
の
主
張
が
体
系
的
に
示
さ

れ
た
『
正
当
化
へ
の
権
利
』（
二
〇
〇
七
年
）
を
基
に
、
必
要
な
箇
所
を
『
正
義
の
諸
コ
ン
テ
ク
ス
ト
』（
一
九
九
四
年
）
で
補
い
つ
つ

彼
の
主
張
を
概
観
し
た
い
。

　

フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
人
間
を
、
理
由
づ
け
を
行
う
存
在
（begründendes W

esen

）
と
定
義
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
我
々
は
、
自

ら
の
意
見
や
行
為
を
諸
々
の
理
由
（Gründe

）
で
も
っ
て
釈
明
す
る
が
、
こ
の
能
力
が
理
性
と
呼
ば
れ
る
。
釈
明
の
た
め
の
理
由
は

他
者
か
ら
の
質
問
や
批
判
に
晒
さ
れ
、
そ
れ
を
耐
え
抜
い
た
理
由
だ
け
が
、
公
共
的
に
理
解
さ
れ
う
る
共
有
物
と
な
る
。
理
性
に
つ
い

て
論
ず
る
理
論
は
、
ど
の
よ
う
な
意
見
や
行
為
が
、
ど
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
、
理
由
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
解
明

せ
ね
ば
な
ら
ず
、
フ
ォ
ル
ス
ト
が
試
み
る
の
は
、
実
践
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
行
為
の
理
由
づ
け
の
分
類
と
明
確
化
で
あ
る
。

　

実
践
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
は
、
ま
ず
、
行
為
の
合
理
的
理
由
づ
け
（rationale Begründung

）
と
理
性
的
正
当
化
（vernünftige 

Rechtfertigung

）
と
が
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
者
で
は
、
行
為
者
の
達
成
す
べ
き
行
為
目
標
お
よ
び
そ
の
た
め
の
適
切
な
手

段
は
何
か
が
問
わ
れ
、
行
為
者
が
目
標
の
考
慮
や
手
段
選
択
を
、
他
者
が
追
体
験
し
う
る
規
則
に
基
づ
い
て
行
う
場
合
に
限
り
、
彼
の

行
為
は
合
理
的
だ
と
さ
れ
る
。
合
理
的
行
為
を
支
え
る
理
由
は
、
理
性
的
他
者
が
理
解
し
う
る
と
い
う
意
味
で
公
共
的
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
必
ず
し
も
、
こ
の
理
由
が
妥
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
他
者
か
ら
同
意
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
つ
ま
り
、
あ
る
行
為
者

が
合
理
的
に
選
択
し
た
目
標
や
手
段
は
、
他
者
か
ら
規
範
的
に
そ
の
正
当
性
が
問
わ
れ
う
る
。
た
と
え
ば
、
以
下
で
確
認
す
る
よ
う
に
、

道
徳
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、
行
為
目
標
や
手
段
は
、
道
徳
的
に
関
係
し
う
る
者
た
ち
の
間
で
正
当
化
の
対
象
と
さ
れ
、
選
択

の
理
由
が
道
徳
的
正
当
化
の
基
準
に
合
致
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
基
準
に
合
致
し
た
理
由
に
基
づ
く
行
為
の
み
が
理
性
的

（vernünftig

）
な
も
の
だ
と
さ
れ
、
こ
こ
に
お
い
て
、
行
為
の
理
性
的
正
当
化
が
合
理
的
理
由
づ
け
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
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理
性
的
正
当
化
の
対
象
や
方
法
も
、
行
為
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
応
じ
、
倫
理
（Ethik

）・
法
（Recht

）・
国
家
市
民
と
民
主
制

（Staatsbürgerschaft und D
em

okratie

）・
道
徳
（M

oral

）
の
四
つ
に
区
別
さ
れ
る
。

①
倫
理　

フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
倫
理
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
の
理
性
的
正
当
化
、
つ
ま
り
、
倫
理
的
正
当
化
の
対
象
を
三
つ
に
分
類
す
る
。

第
一
に
、
私
は
誰
で
あ
る
か
・
誰
で
あ
っ
た
か
・
誰
で
あ
り
た
い
か
、
と
い
う
私
の
人
生
に
関
す
る
決
断
が
対
象
と
な
る
。
私
は
こ
の

決
断
を
、
家
族
的
・
宗
教
的
価
値
と
い
っ
た
諸
価
値
を
理
由
に
挙
げ
つ
つ
、
自
ら
に
対
し
、
そ
し
て
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に

と
っ
て
重
要
な
他
者
に
対
し
て
正
当
化
す
る
。
第
二
に
、
ど
の
よ
う
な
振
る
舞
い
が
、
私
と
特
別
な
繋
が
り
を
有
し
た
人
々
に
対
し
て

適
切
か
と
い
う
こ
と
が
対
象
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
た
と
え
ば
、
友
人
に
対
す
る
責
務
（V

erpflichtung

）
が
友
情
関
係
と
い
う
関

係
性
を
理
由
に
正
当
化
さ
れ
る
。
第
三
に
、
何
が
、
特
定
の
倫
理
的
共
同
体
の
成
員
た
ち
に
と
っ
て
善
（Gute

）
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ

え
共
同
体
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
認
に
役
立
つ
か
が
対
象
と
な
る
。
以
上
の
三
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
倫
理
的
正
当
化
が
も
つ
主
観

的
・
間
主
観
的
・
客
観
的
の
三
側
面
に
対
応
す
る
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
、
客
観
的
に
正
当
化
さ
れ
た
共
同
体
の
善
が
、
私
の
人
生
に
関

す
る
主
観
的
決
断
や
、
特
別
な
他
者
と
の
間
で
間
主
観
的
に
確
認
さ
れ
る
責
務
の
正
当
化
の
助
け
に
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
緊
密
に
絡

み
合
う
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
も
、
倫
理
的
正
当
化
の
主
観
的
側
面
は
論
じ
た
が
、
間
主
観
的
・
客
観
的
側
面
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
ぬ
と

フ
ォ
ル
ス
ト
は
い
う
。
以
上
の
倫
理
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
は
、
我
々
は
、
家
族
や
友
人
関
係
、
宗
教
的
共
同
体
等
の
倫
理
的
共
同
体
に

属
す
る
倫
理
的
人
格
と
し
て
現
れ
、
価
値
を
共
有
す
る
重
要
な
他
者
・
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
・
私
自
身
に
対
し
て
正
当
化
を
行
う
。

②
法　

我
々
は
、
倫
理
的
共
同
体
に
属
す
る
だ
け
で
な
く
法
的
共
同
体
に
も
属
す
る
。
法
的
共
同
体
に
お
い
て
我
々
は
、
倫
理
的
人
格

で
は
な
く
、
法
的
人
格
と
し
て
、
自
ら
と
等
し
い
権
利
を
有
す
る
他
の
法
的
人
格
に
対
し
て
、
自
ら
の
行
為
を
正
当
化
す
る
。
法
の
コ

ン
テ
ク
ス
ト
で
提
出
さ
れ
る
理
由
は
、
価
値
や
特
別
な
関
係
性
で
は
な
く
、
法
的
人
格
間
で
一
般
的
（allgem

ein

）
か
つ
相
互
的

（reziprok

）
に
妥
当
す
る
法
規
範
で
あ
る
。
法
規
範
は
、
一
般
的
・
相
互
的
合
意
に
基
づ
か
ぬ
行
為
を
禁
ず
る
こ
と
で
（
法
的
責

（
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務
）、
我
々
の
倫
理
的
人
格
の
「
保
護
カ
バ
ー
（Schutzhülle

）［RaR, S. 203

］」
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が
同
意
で
き
ぬ
倫
理
的

価
値
の
他
者
に
よ
る
押
し
付
け
を
法
的
に
排
除
す
る
こ
と
で
初
め
て
、
私
は
倫
理
的
人
格
と
し
て
、
自
ら
の
善
き
生
の
追
求
を
（
法
的

に
許
容
さ
れ
た
範
囲
で
）
行
い
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
ど
の
行
為
が
ど
こ
ま
で
法
的
に
許
容
・
禁
止
さ
れ
る
か
が
、

倫
理
的
に
正
当
化
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
も
し
倫
理
的
に
正
当
化
さ
れ
れ
ば
、
特
定
の
共
同
体
だ
け
で
妥
当
す
る
倫
理
的
価

値
が
、
法
規
範
の
名
の
下
に
、
法
的
共
同
体
に
属
す
る
全
て
の
者
に
押
し
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

③
国
家
市
民
と
民
主
制　

法
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
関
す
る
先
の
説
明
で
は
、
妥
当
す
る
法
規
範
が
前
提
さ
れ
、
我
々
は
法
の
名
宛
人
と

し
て
、
自
ら
の
行
為
を
法
規
範
で
も
っ
て
正
当
化
し
た
。
だ
が
、
法
規
範
そ
れ
自
体
も
正
当
（
正
統
）
化
の
対
象
と
な
り
う
る
し
、
そ

う
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
我
々
は
、
法
の
作
者
と
し
て
、
つ
ま
り
、
政
治
的
共
同
体
に
属
す
る
市
民
と
し
て
、
法
制
定
を
行

い
、
そ
の
行
為
を
正
当
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
法
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
は
異
な
る
、
国
家
市
民
と
民
主
制
の
コ
ン
テ

ク
ス
ト
が
生
ず
る
。
法
制
定
手
続
は
、
制
定
さ
れ
る
規
範
に
関
わ
る
全
て
の
者
の
主
張
を
適
切
に
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
手
続
の
参
加

者
に
は
、
同
じ
政
治
的
共
同
体
の
成
員
は
も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
ば
難
民
と
い
っ
た
、
他
の
政
治
的
共
同
体
に
属
す
る
一
部
の
第
三
者
も

含
ま
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
手
続
を
通
じ
て
法
規
範
を
正
統
に
制
定
す
る
に
は
、
当
該
制
定
行
為
が
、
政
治
的
共
同
体
の
成
員
と
一

部
の
第
三
者
の
間
で
一
般
的
か
つ
相
互
的
に
共
有
さ
れ
う
る
理
由
に
基
づ
い
て
正
当
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
（
そ
し
て
、
法
制
定
行
為

は
一
般
的
・
相
互
的
に
正
当
化
さ
れ
る
限
り
で
政
治
的
責
務
と
な
る
）。

④
道
徳　

道
徳
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
は
、
道
徳
的
に
為
す
べ
き
行
為
や
道
徳
規
範
が
正
当
化
の
対
象
と
な
る
。
こ
こ
で
我
々
は
、
道
徳

的
人
格
と
し
て
、
倫
理
的
・
法
的
・
政
治
的
共
同
体
の
成
員
だ
け
で
は
な
く
、
全
て
の
人
間
と
と
も
に
正
当
化
に
臨
む
。
そ
れ
ゆ
え
行

為
に
関
す
る
規
範
的
要
求
や
道
徳
規
範
の
妥
当
要
求
（
以
下
、
道
徳
的
要
求
と
一
括
す
る
）
は
、
何
人
も
そ
の
行
為
や
規
範
に
反
対
す

る
よ
き
理
由
を
持
た
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
諸
要
求
は
、
そ
れ
ら
が
認
証
さ
れ
た
と
き
、
ど
の
道
徳
的
人
格
も
当
該
要
求
に
従

（
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わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
定
言
的
な
当
為
効
力
（kategorische Sollgeltung

）
を
獲
得
し
、
相
互
的
か
つ
一
般
的
に
妥
当
す
る
。

　

こ
の
道
徳
的
要
求
の
認
証
条
件
か
ら
「
相
互
性
（Reziprozität

）」
と
「
一
般
性
（A

llgem
einheit

）」
と
い
う
正
当
化
基
準
が
導

出
で
き
る
。
相
互
性
は
、
要
求
の
名
宛
人
の
一
部
の
み
が
特
権
を
有
さ
な
い
こ
と
（
内
容
の
相
互
性
）、
自
ら
に
固
有
の
観
点
・
価

値
・
信
念
・
利
益
・
欲
求
を
易
々
と
他
者
に
投
影
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
（
理
由
の
相
互
性
）
を
意
味
す
る
。
一
般
性
は
、
い
か
な
る
関

係
者
も
要
求
の
正
当
化
か
ら
排
除
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
要
求
を
正
当
化
す
る
理
由
が
、
す
べ
て
の
道
徳
的
人
格
に
よ
り
分
有
さ
れ
う
る

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
基
準
を
ま
と
め
る
と
、
相
互
─
一
般
的
正
当
化
の
原
理
と
呼
ぶ
こ
と
が
で

き
、
道
徳
的
共
同
体
に
属
す
る
全
て
の
成
員
は
、
こ
の
原
理
に
従
っ
て
道
徳
的
義
務
（m

oralische Pflicht

）
や
道
徳
規
範
を
正
当

化
す
る
。
さ
て
、
相
互
─
一
般
的
正
当
化
の
原
理
は
、
道
徳
的
人
格
の
側
か
ら
見
る
と
、
個
々
人
が
正
当
化
へ
の
権
利
（Recht auf 

Rechtfertigung

）
と
そ
れ
に
対
応
す
る
正
当
化
へ
の
義
務
（Pflicht zur Rechtferitigung

）
を
有
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し

て
そ
の
権
利
か
ら
は
個
々
人
の
持
つ
拒
否
権
（V

etorecht

）
が
、
す
な
わ
ち
、
自
ら
の
主
張
を
無
視
す
る
道
徳
的
要
求
を
拒
否
し
、

要
求
を
正
当
化
す
る
理
由
の
提
出
を
求
め
る
権
利
が
導
出
さ
れ
る
。

第
三
節　

相
互
─
一
般
的
正
当
化
原
理
の
実
質
的
識
別
力

　

以
上
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
区
分
に
よ
っ
て
、『
正
義
の
諸
コ
ン
テ
ク
ス
ト
』
で
フ
ォ
ル
ス
ト
が
試
み
た
の
は
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト

を
忘
却
し
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
夢
中
な
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
弁
証
法
的
総
合
で
あ
っ
た
。
一
方
で
リ
ベ
ラ
リ

ズ
ム
は
、
Ｍ
・
サ
ン
デ
ル
の
「
負
荷
な
き
自
己
」
批
判
に
象
徴
さ
れ
る
如
く
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
欠
い
た
人
格
を
理
論
の
出
発
点
と
す

る
点
で
批
判
を
受
け
て
き
た
。
他
方
で
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
、
あ
ら
ゆ
る
実
践
的
問
い
を
倫
理
的
問
い
に
還
元
し
て
し
ま
い
、

異
な
る
善
の
構
想
を
持
つ
人
格
間
で
の
公
正
な
協
働
を
価
値
多
元
的
な
現
代
で
可
能
に
す
る
と
い
う
課
題
を
適
切
に
解
決
で
き
て
い
な

（
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い
。
そ
こ
で
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
実
践
的
問
い
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
四
つ
に
分
類
し
、
我
々
は
倫
理
的
人
格
と
し
て
倫
理
的
共
同
体
の
中

で
自
ら
の
善
き
生
を
重
要
な
他
者
と
共
に
追
求
し
つ
つ
も
、
法
的
人
格
・
国
家
市
民
・
道
徳
的
人
格
と
し
て
は
、
同
じ
法
的
・
政
治

的
・
道
徳
的
共
同
体
に
属
し
た
他
者
の
正
当
化
要
求
に
対
し
て
応
答
す
る
義
務
を
有
す
る
と
論
じ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
正
義
論

の
課
題
を
、
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
四
つ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
適
切
に
統
合
す
る
、
社
会
の
基
本
構
造
の
諸
原
理
の
解
明
だ
と
す
る
。

　

だ
が
先
述
の
四
分
類
は
、
各
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
の
正
当
化
手
続
の
形
式
的
特
徴
を
記
述
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
フ
ォ

ル
ス
ト
正
義
論
か
ら
は
実
質
的
主
張
が
全
く
導
出
さ
れ
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
換
言
す
れ
ば
、
道
徳
の
コ

ン
テ
ク
ス
ト
で
正
当
化
さ
れ
る
行
為
や
規
範
、
法
・
国
家
市
民
と
民
主
制
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
正
当
化
さ
れ
る
行
為
や
法
制
定

行
為
に
関
し
て
、
彼
の
正
義
論
は
具
体
的
に
何
も
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
た
し
か
に
彼
は
、
道
徳
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
で
の
正
当
化
原
理
と
し
て
相
互
─
一
般
的
正
当
化
の
原
理
を
提
示
し
た
が
、
こ
の
原
理
も
そ
の
内
に
一
切
の
実
質
的
内
容
を
有
さ
ぬ

形
式
的
原
理
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
形
式
的
で
あ
る
と
同
時
に
手
続
的
原
理
で
も
あ
る
か
ら
、
具
体
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
の
正

当
化
手
続
で
は
何
ら
か
の
実
質
的
な
答
え
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
手
続
の
参
加
者
全
員
か
ら
同
意
を
得
る
こ
と
な
ど
、

理
想
的
状
況
の
想
定
無
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
討
議
理
論
と
同
様
、
彼
の
正
義
論
も
合
意
理
論
批
判
の

前
に
屈
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
だ
が
彼
は
、
自
ら
の
理
論
が
こ
の
類
の
批
判
を
退
け
う
る
と
主
張
す
る
。

　

フ
ォ
ル
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
相
互
─
一
般
的
正
当
化
の
原
理
は
、
正
当
化
が
不
合
意
に
至
る
場
合
で
も
、
一
定
の
規
範
的
要
求
を
正
当

化
し
う
る
。「
と
い
う
の
も
、
い
く
つ
か
の
要
求
が
相
互
─
一
般
的
な
理
由
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
う
る
─
─
だ
が
、
そ
れ
ら
に
対
し
て

は
、
相
互
性
と
一
般
性
の
基
準
を
満
た
さ
ぬ
理
由
に
よ
っ
て
反
論
が
な
さ
れ
る
─
─
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
規
範
的
要
求
は
『
理
性
的
に

は
棄
却
し
え
ぬ
（nicht vernünftigerw

eise zurückw
eisbar

）』
も
の
と
し
て
正
当
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
─
─
い
か
な
る
合

意
も
達
成
さ
れ
え
な
か
っ
た
場
合
で
す
ら
─
─
（
一
時
的
に
）
推
論
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
［RaR, S. 35f.

］」。
こ
こ
で
は
「
理
性
的

（
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に
は
棄
却
し
え
ぬ
」
の
意
味
が
不
明
確
だ
が
、
彼
は
別
の
所
で
同
性
婚
を
例
に
、
そ
の
意
味
を
具
体
的
に
論
じ
る
。

　

同
性
婚
に
関
し
て
、
支
持
者
は
、
同
権
原
理
（Prinzip gleicher Rechte

）
を
よ
り
広
く
解
釈
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
同
性
婚
に

賛
成
す
る
と
し
よ
う
。
一
方
で
反
対
者
は
、
同
性
婚
を
認
め
ぬ
理
由
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
結
婚
の
使
命
や
機
能
に
関
す
る
宗
教
上
の

信
念
を
提
出
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
際
に
反
対
側
は
、
相
互
性
の
基
準
に
二
つ
の
意
味
で
反
す
る
と
フ
ォ
ル
ス
ト
は
い
う
。
第
一

に
、
反
対
側
は
婚
姻
の
権
利
を
独
占
し
、
同
性
愛
者
に
与
え
ぬ
こ
と
で
相
互
性
に
反
す
る
（
明
記
は
な
い
が
、
こ
れ
は
前
述
の
内
容
の

相
互
性
に
相
当
す
る
）。
第
二
に
、
宗
教
上
の
信
念
を
理
由
と
す
る
点
で
理
由
の
相
互
性
に
反
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
反
対
者
の
要
求
は

相
互
─
一
般
的
に
棄
却
さ
れ
う
る
一
方
で
、
賛
成
者
の
要
求
は
相
互
─
一
般
的
に
支
持
可
能
で
あ
ろ
う
か
ら
、
不
合
意
と
い
う
事
実
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賛
成
側
の
要
求
が
「
理
性
的
に
は
棄
却
し
え
ぬ
」、
す
な
わ
ち
「
相
互
─
一
般
的
に
は
棄
却
し
え
ぬ
」
も
の

と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
相
互
─
一
般
的
正
当
化
の
原
理
は
形
式
的
─
手
続
的
原
理
で
あ
り
な
が
ら
も
、
規
範
的
要
求
の

正
当
化
可
能
性
に
関
し
て
「
実
質
的
な
識
別
力
（substanziell unterscheidende K

raft

）」
を
持
ち
う
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
識
別
力
は
、
ま
ず
道
徳
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
相
互
─
一
般
的
に
棄
却
し
え
ぬ
道
徳
的
要
求
を
そ
う
で
な
い
も
の
か
ら

区
別
す
る
こ
と
で
、
道
徳
と
倫
理
と
の
間
に
境
界
を
引
く
。
つ
ま
り
、
倫
理
的
人
格
が
重
要
な
他
者
と
の
間
で
引
き
受
け
る
特
別
な
倫

理
的
責
務
と
は
異
な
る
、
道
徳
的
人
格
が
全
て
の
人
間
と
の
間
で
引
き
受
け
、
定
言
的
当
為
効
力
を
有
す
る
道
徳
的
義
務
が
同
定
さ
れ

る
。
次
に
実
質
的
な
識
別
力
は
、
法
・
国
家
市
民
と
民
主
制
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
へ
と
波
及
す
る
が
、
フ
ォ
ル
ス
ト
は
こ
の
過
程
を
、
人

権
の
正
当
化
を
テ
ー
マ
に
、
道
徳
的
構
成
主
義
と
政
治
的
構
成
主
義
と
の
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
で
論
ず
る
。

　

フ
ォ
ル
ス
ト
に
よ
る
と
、
特
定
の
人
権
構
想
は
、
我
々
の
外
部
に
実
在
す
る
価
値
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
正
当
化
へ
の
権
利
を

有
し
た
道
徳
的
人
格
間
の
討
議
の
中
で
構
成
さ
れ
る
（
道
徳
的
構
成
主
義
）。
そ
れ
ゆ
え
人
権
構
想
と
は
、
道
徳
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
、

つ
ま
り
「
人
類
と
い
う
普
遍
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（universaler K

ontext der M
enschheit

）［RaR, S. 311f.

］」
で
、
相
互
─
一
般

（
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的
に
棄
却
し
え
ぬ
も
の
と
し
て
正
当
化
さ
れ
た
抽
象
的
な
道
徳
的
権
利
の
一
覧
で
あ
る
。
こ
れ
は
固
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
更
な
る
討
議

に
開
か
れ
て
い
る
が
、
相
互
─
一
般
的
な
反
対
理
由
が
提
出
さ
れ
ぬ
限
り
、
安
定
的
な
内
容
を
も
つ
。
た
だ
し
、
一
覧
は
あ
く
ま
で
道0

徳
的
権
利
と
し
て

0

0

0

0

0

0

0

正
当
化
さ
れ
る
に
留
ま
り
、
人
権
を
具
体
的
に
正
当
化
・
解
釈
・
制
度
化
・
実
現
す
る
課
題
は
な
お
残
さ
れ
る
。

　

道
徳
的
構
成
主
義
が
残
し
た
こ
の
課
題
を
引
き
継
ぐ
の
が
、
政
治
的
構
成
主
義
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
我
々
は
、
道
徳
的
人
格
で
は

な
く
、
特
定
の
政
治
的
共
同
体
に
属
す
る
市
民
と
し
て
、
具
体
的
社
会
状
況
を
考
慮
し
て
法
制
定
行
為
の
正
当
化
を
行
う
。
こ
の
過
程

で
、
抽
象
的
人
権
要
求
は
具
体
化
さ
れ
、
自
由
主
義
的
な
保
護
権
・
政
治
的
参
加
権
・
社
会
的
権
利
・
経
済
的
権
利
等
の
諸
権
利
が
、

市
民
間
で
相
互
─
一
般
的
に
棄
却
し
え
ぬ
法
的
な
基
本
権
と
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

正
当
化
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
配
分
請
求
権
（T

eil-

haberechte

）
も
正
当
化
さ
れ
う
る
と
、
フ
ォ
ル
ス
ト
は
論
じ
る
。
ロ
ー
ル
ズ
の
格
差
原
理
は
、
最
も
不
遇
な
立
場
の
者
に
対
し
て
最

大
の
便
益
を
生
む
場
合
に
の
み
経
済
的
不
平
等
が
許
容
さ
れ
る
と
規
定
す
る
が
、
彼
は
、
ロ
ー
ル
ズ
に
倣
っ
て
、
こ
の
格
差
原
理
を
不

遇
な
者
が
有
す
る
拒
否
権
の
一
表
現
だ
と
考
え
る
。
こ
の
拒
否
権
が
行
使
さ
れ
れ
ば
、
社
会
集
団
の
間
の
行
き
過
ぎ
た
経
済
的
不
平
等

は
相
互
─
一
般
的
に
正
当
化
さ
れ
え
ず
、
そ
の
限
り
で
、
配
分
請
求
権
が
基
本
権
と
し
て
各
人
に
認
め
ら
れ
る
。
政
治
的
構
成
主
義
の

結
果
と
し
て
人
権
に
ど
の
よ
う
な
具
体
的
形
式
が
付
与
さ
れ
る
か
は
、
個
々
の
政
治
的
共
同
体
に
依
存
す
る
問
い
で
あ
る
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
、
法
的
に
組
織
化
さ
れ
た
諸
々
の
基
本
権
は
、
妥
当
す
る
法
規
範
と
し
て
倫
理
的
人
格
の
保
護
カ
バ
ー
と
な
る
。

　

以
上
二
つ
の
構
成
主
義
の
間
に
は
、
道
徳
的
正
当
化
が
政
治
的
正
当
化
の
核
に
な
る
と
い
う
関
係
が
あ
る
。
市
民
間
で
正
当
化
さ
れ

た
法
と
し
て
の
基
本
権
は
、
そ
の
内
に
人
権
と
い
う
道
徳
的
核
心
を
含
む
。
な
ぜ
な
ら
「
道
徳
的
人
格
と
し
て
棄
却
し
え
ぬ
権
利
は
、

市
民
の
間
で
も
棄
却
し
え
ぬ
［RaR, S. 315.

］」
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
政
治
的
構
成
主
義
を
道
徳
的
構
成
主
義
に
従
属
さ

せ
、
前
者
の
役
割
を
、
予
め
与
え
ら
れ
た
人
権
リ
ス
ト
の
単
な
る
適
用
へ
と
矮
小
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
前
者
に
は
、
具
体
的

政
治
状
況
の
中
で
、
不
正
義
の
具
体
的
経
験
に
基
づ
き
、
基
本
権
を
正
当
化
す
る
と
い
う
固
有
の
役
目
が
あ
り
、
基
本
権
が
道
徳
的
核

（
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心
を
有
す
る
と
は
、
正
当
化
さ
れ
た
基
本
権
が
、
道
徳
的
権
利
と
し
て
の
人
権
の
正
当
性
根
拠
で
あ
る
「
正
当
化
へ
の
権
利
」
を
恣
意

的
に
踏
み
越
え
ら
れ
ぬ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
全
て
の
人
間
が
有
す
る
正
当
化
へ
の
権
利
の
道
徳
的
核
心
は
、
道
徳
の

コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
超
え
、
他
の
三
つ
の
正
当
化
コ
ン
テ
ク
ス
ト
へ
と
波
及
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
自
ら
の
正
義
論
が
形
式

的
─
手
続
主
義
的
で
あ
り
な
が
ら
も
、
一
定
の
実
質
的
な
規
範
的
要
求
を
導
出
し
う
る
理
論
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

第
四
節　

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
討
議
理
論
と
の
比
較
お
よ
び
問
題
提
起

　

以
上
の
主
張
を
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
討
議
理
論
と
比
較
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
同
異
が
見
つ
か
る
。
た
と
え
ば
、
相
違
点
と
し
て
、
ハ
ー

バ
ー
マ
ス
は
倫
理
的
正
当
化
の
対
象
を
、
人
生
に
関
す
る
主
観
的
・
実
存
的
決
断
に
限
っ
た
が
、
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
特
別
な
他
者
と
の

間
で
の
間
主
観
的
責
務
や
、
客
観
的
に
存
在
す
る
善
を
も
対
象
に
含
め
た
。
ま
た
、
彼
は
道
徳
的
構
成
主
義
と
政
治
的
構
成
主
義
と
を

二
段
階
的
に
統
合
し
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
意
図
的
に
避
け
た
、
法
制
定
行
為
の
道
徳
的
正
当
化
を
一
定
程
度
認
め
た
。
さ
ら
に
、
共
通

点
と
し
て
、
合
理
的
理
由
づ
け
と
理
性
的
正
当
化
の
区
別
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
目
的
合
理
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
合
理
性
の

区
別
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
細
か
い
同
異
は
多
数
あ
る
が
、
特
に
次
の
二
つ
の
共
通
点
と
相
違
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

討
議
に
お
け
る
一
つ
の

0

0

0

手
続
的
原
理
が
、
実
践
的
問
い
が
立
て
ら
れ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
応
じ
て
複
数
の

0

0

0

形
態
を
と
る
と
い
う
考
え

は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
討
議
理
論
と
フ
ォ
ル
ス
ト
正
義
論
と
が
共
有
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
前
者
で
は
、
我
々
の
日
常
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
内
在
す
る
討
議
の
論
証
前
提
が
、
討
議
原
理
🄓
と
し
て
定
式
化
さ
れ
、
討
議
理
論
の
根
本
原
理
に
置
か
れ
る
。
そ
し
て

🄓
は
、
実
践
的
問
い
の
主
題
に
応
じ
て
、
道
徳
原
理
🄤
や
民
主
主
義
原
理
に
特
殊
化
さ
れ
る
。
フ
ォ
ル
ス
ト
正
義
論
に
お
い
て
も
、
討

議
に
基
づ
く
間
主
観
的
な
正
当
化
手
続
は
四
つ
の
正
当
化
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
共
通
項
で
あ
る
。
彼
の
場
合
は
、
各
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
参

加
す
る
人
格
が
区
別
さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
正
当
化
に
関
与
す
る
者
の
範
囲
や
許
容
さ
れ
る
理
由
の
種
類
も
区
別
さ
れ
る
。
彼
と

（
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）
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ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
の
間
に
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
間
の
位
置
関
係
に
お
い
て
細
か
い
差
異
を
見
出
し
う
る
も
の
の
、

一
つ
の
討
議
的
原
理
と
複
数
の
実
践
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
い
う
基
本
的
枠
組
は
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
重
要
な
相
違
点
は
、
フ
ォ
ル
ス
ト
が
自
ら
の
正
義
論
を
合
意
理
論
か
ら
区
別
し
、
手
続
主
義
を
維
持
し
つ
つ
実
質
的
主
張
の

導
出
を
試
み
た
こ
と
で
あ
る
。
合
意
理
論
か
ら
の
脱
却
は
、
そ
れ
が
道
徳
的
・
政
治
的
正
当
化
に
お
い
て
も
た
ら
す
帰
結
を
考
慮
し
た

と
き
、
重
要
な
進
展
だ
と
評
価
し
う
る
。
だ
が
し
か
し
、
合
意
理
論
か
ら
の
脱
却
は
、
す
な
わ
ち
、
不
合
意
が
あ
る
場
合
で
も
「
相
互

─
一
般
的
に
棄
却
し
え
ぬ
」
規
範
的
要
求
が
正
当
化
さ
れ
う
る
と
い
う
フ
ォ
ル
ス
ト
の
議
論
は
、
本
当
に
成
功
し
て
い
る
の
か
。

　

改
め
て
同
性
婚
の
例
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
例
で
、
賛
成
側
の
要
求
が
「
相
互
─
一
般
的
に
棄
却
し
え
ぬ
」
も
の
と
し
て
正
当
化
さ

れ
た
の
は
、
反
対
側
の
要
求
お
よ
び
そ
の
理
由
で
あ
る
宗
教
上
の
信
念
が
相
互
性
の
基
準
に
反
す
る
一
方
で
、
賛
成
側
の
要
求
の
理
由

で
あ
る
同
権
原
理
の
広
範
な
解
釈
は
相
互
─
一
般
的
に
支
持
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
二
つ
の
点
を
批
判
し
う
る
。

第
一
に
、
同
権
原
理
の
広
範
な
解
釈
が
相
互
─
一
般
的
に
支
持
さ
れ
る
と
は
必
ず
し
も
限
ら
な
い
。
た
し
か
に
、
同
権
原
理
そ
れ
自
体

は
相
互
─
一
般
的
に
支
持
可
能
な
理
由
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
同
権
原
理
の
同
性
愛
者
へ
の
適
用

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
同
性
婚
の
反
対
者
に
と
っ
て
、
支

持
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
賛
成
側
の
要
求
が
一
見
す
る
と
相
互
─
一
般
的
に
支
持
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
フ
ォ
ル
ス
ト
が
、
そ
の
要

求
を
支
え
る
理
由
を
具
体
化
せ
ず
、
同
権
原
理
の
広
範
な
解
釈
と
い
う
抽
象
的
な
表
現
を
用
い
る
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。

　

第
二
に
、
反
対
側
の
主
張
は
必
ず
し
も
相
互
性
基
準
に
反
し
な
い
。
た
と
え
ば
、
同
性
婚
の
反
対
者
が
、
同
性
愛
は
一
種
の
精
神
疾

患
だ
と
考
え
て
い
る
と
想
定
し
よ
う
。
こ
の
反
対
者
は
、
同
性
愛
者
が
重
要
な
点
に
お
い
て
自
分
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
り
、
道
徳
的

に
せ
よ
、
法
的
に
せ
よ
、
権
利
義
務
の
内
容
上
の
相
互
性
を
保
障
す
る
必
要
が
無
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
反
対
者
は
、
一
定

の
年
齢
ま
で
子
ど
も
の
婚
姻
権
を
制
限
す
る
こ
と
が
相
互
─
一
般
的
に
正
当
化
可
能
で
あ
る
の
と
同
じ
く
、
同
性
愛
者
の
性
的
指
向
が

正
常
化
す
る
ま
で
婚
姻
権
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
相
互
─
一
般
的
に
正
当
化
可
能
だ
と
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
同
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性
婚
へ
の
反
対
は
必
ず
し
も
内
容
の
相
互
性
に
反
し
な
い
。
ま
た
、
反
対
者
が
宗
教
的
信
念
を
理
由
に
同
性
婚
に
反
対
す
る
場
合
で
も
、

そ
れ
が
理
由
の
相
互
性
に
反
す
る
と
は
一
律
に
は
言
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
原
理
主
義
に
与
す
る
反
対
者
は
、
真
剣
に
、
お
よ
そ
理
性

的
な
人
間
で
あ
れ
ば
、
同
性
婚
に
関
す
る
自
ら
の
主
張
す
る
宗
教
的
信
念
を
必
ず
や
採
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
考
え
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
こ
の
場
合
、
原
理
主
義
者
は
自
ら
の
信
念
が
本
来
的
に
は
相
互
─
一
般
的
な
理
由
だ
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
二
つ
の
批
判
を
退
け
る
こ
と
無
く
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
同
性
婚
賛
成
側
の
要
求
を
「
相
互
─
一
般
的
に
棄
却
し
え
ぬ
」
も
の
と

し
て
正
当
化
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
そ
の
反
駁
は
一
見
容
易
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ォ
ル
ス
ト
が
主
張
す
る
よ
う
に
、

道
徳
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
我
々
が
全
て
の
人
間
に
対
し
て
正
当
化
へ
の
権
利
を
認
め
、
ま
た
、
正
当
化
へ
の
義
務
を
引
き
受

け
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
れ
ば
、
明
ら
か
に
、
同
性
愛
者
と
そ
の
支
持
者
側
の
反
論
を
聞
か
ず
し
て
、
同
性
愛
を
精
神
疾
患
で
あ
る
と
か
、

堕
落
し
て
い
る
と
か
と
強
弁
す
る
の
は
、
相
互
─
一
般
的
に
正
当
化
さ
れ
え
ぬ
主
張
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
反
論
は
、
全
て
の

人
間
が
正
当
化
へ
の
権
利
を
有
す
る
と
い
う
強
い
規
範
的
主
張
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
合
意
理
論
か
ら
の
脱
却
の
成
否
は
、

以
下
を
論
証
で
き
る
か
否
か
に
依
存
す
る
。
な
ぜ
我
々
は
、
全
て
の
人
間
に
対
し
て
正
当
化
へ
の
権
利
を
認
め
、
正
当
化
へ
の
義
務
を

引
き
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
。
換
言
す
れ
ば
、
な
ぜ
、
そ
も
そ
も
、
全
て
の
人
間
に
対
し
て
道
徳
的
に
行
為
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。

フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
こ
れ
を
道
徳
の
根
拠
（Grund der M

oral
）
に
関
す
る
問
い
と
名
付
け
た
上
で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

第
二
章　

正
当
化
へ
の
権
利
／
義
務
の
範
囲

第
一
節　

道
徳
の
根
拠

　

フ
ォ
ル
ス
ト
は
道
徳
に
関
す
る
問
い
を
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
類
す
る
。
第
一
は
、
道
徳
的
に
正
当
な
仕
方
で
行
為
す
る
と
は
ど
の
よ

う
な
意
味
か
、
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
が
道
徳
的
行
為
を
特
徴
づ
け
る
か
と
い
う
問
い
で
、
こ
れ
に
対
す
る
答
え
が
相
互
─
一

（
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般
的
正
当
化
の
原
理
で
あ
る
こ
と
は
先
述
し
た
。
第
二
は
、
ど
の
よ
う
な
要
求
が
道
徳
的
に
正
当
化
さ
れ
る
か
と
い
う
も
の
で
、
相
互

─
一
般
的
正
当
化
原
理
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
個
別
の
要
求
が
問
わ
れ
る
。
こ
の
一
例
が
人
権
で
あ
る
こ
と
も
述
べ
た
。
そ
し
て
最
後

が
、
な
ぜ
道
徳
的
で
あ
る
の
か
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
レ
ベ
ル
で
は
、
人
間
が
道
徳
的
に
行
為
す
る
そ
も
そ
も
の
根
拠
（Grund

）
が

問
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
な
ぜ
、
相
互
─
一
般
的
正
当
化
の
原
理
を
正
当
化
基
準
と
し
て
引
き
受
け
、
全
て
の
人
間
に
対
し
て
正
当
化
へ

の
権
利
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
。
前
章
と
の
関
連
で
は
、
こ
の
道
徳
の
根
拠
に
関
わ
る
最
後
の
問
い
が
重
要
で
あ
る
。

　

道
徳
の
根
拠
の
解
明
に
あ
た
り
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
三
つ
の
問
い
の
レ
ベ
ル
が
同
じ
一
つ
の
道
徳
理
論
に
関
係
す
る
以
上
、
相
互
に
矛

盾
な
く
一
致
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
手
掛
か
り
と
す
る
。
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
相
互
─
一
般
的
正
当
化
の
原
理
に
よ
り
正
当
化
さ
れ

た
道
徳
的
要
求
は
、
定
言
的
当
為
効
力
を
も
つ
。
こ
の
こ
と
は
道
徳
の
根
拠
へ
の
問
い
に
対
す
る
仮
言
的
（hypothetisch

）
な
回
答

を
排
除
し
、
当
為
（Sollen

）
の
問
題
を
個
々
人
の
意
欲
（W

ollen

）
の
問
題
へ
還
元
す
る
こ
と
を
排
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
第
三

の
レ
ベ
ル
で
の
道
徳
的
当
為
の
引
受
け
が
個
々
人
の
主
観
的
意
欲
に
よ
り
条
件
づ
け
ら
れ
て
（bedingt

）
し
ま
う
な
ら
ば
、
第
一
・

第
二
の
レ
ベ
ル
で
正
当
化
さ
れ
た
規
範
的
要
求
の
定
言
的
当
為
効
力
も
、
根
本
に
お
い
て
主
観
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
、
そ
の
定
言
性
を

喪
失
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
道
徳
的
で
あ
る
こ
と
が
私
の
利
益
と
な
る
か
ら
、
あ
る
い
は
、
私
や
我
々
の
善
き
生
と
合
致
す

る
か
ら
と
い
っ
た
、
道
具
的
根
拠
や
倫
理
的
根
拠
は
、
経
験
的
状
況
や
個
々
の
立
場
に
よ
り
結
論
が
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
自
明

で
あ
る
以
上
、
定
言
的
道
徳
の
根
拠
に
は
な
り
え
な
い
。
必
要
な
の
は
、
無
条
件
的
な
（unbedingt

）
な
根
拠
で
あ
る
。

　

で
は
無
条
件
的
な
根
拠
と
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
か
。
そ
れ
を
論
ず
る
上
で
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
Ｄ
・
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
の

「
人
倫
的
洞
察
（sittliche Einsicht

）」
の
概
念
を
足
掛
か
り
と
す
る
。
彼
は
、
道
徳
法
則
が
定
言
的
当
為
効
力
を
も
つ
た
め
に
は
、

そ
の
前
提
と
し
て
、
道
徳
的
善
へ
の
洞
察
（
人
倫
的
洞
察
）
が
必
要
だ
と
論
じ
た
。
彼
が
道
徳
的
善
へ
の
洞
察
を
善
の
現
実
性

（W
irklichkeit

）
へ
の
洞
察
だ
と
存
在
論
的
に
説
明
す
る
点
、
ま
た
、
洞
察
を
個
々
の
為
す
べ
き
行
為
に
直
接
関
係
さ
せ
、
そ
の
正

（
42
）

（
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当
性
の
手
続
的
判
定
基
準
に
関
係
さ
せ
ぬ
点
を
フ
ォ
ル
ス
ト
は
批
判
す
る
が
、
洞
察
の
構
造
が
も
つ
次
の
二
つ
の
特
徴
は
意
義
を
有
す

る
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
倫
的
洞
察
そ
れ
自
体
は
、
そ
の
洞
察
を
支
持
す
る
さ
ら
な
る
理
由
を
要
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
。
そ
し

て
、
そ
の
洞
察
に
よ
っ
て
初
め
て
道
徳
的
人
格
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
洞
察
が
人
格
構
成
的
作
用
を
も
つ
こ
と
の
二
つ
で
あ

る
。

　

カ
ン
ト
倫
理
学
の
中
で
以
上
の
特
徴
を
も
つ
洞
察
を
説
明
す
る
の
は
、
理
性
を
備
え
た
人
格
の
尊
厳
（W

ürde

）
で
あ
っ
た
。
カ

ン
ト
は
、
道
徳
法
則
に
対
す
る
尊
敬
の
感
情
、
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
道
徳
的
義
務
の
起
源
が
人
格
性
（Persönlichkeit

）
に
由
来
す

る
と
説
明
し
、
そ
の
人
格
性
が
理
性
的
で
自
律
的
な
人
格
の
尊
厳
を
構
成
し
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
道
徳
の
根
拠
と
は
、
こ
の
自
ら
の

尊
厳
を
適
切
に
評
価
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
フ
ォ
ル
ス
ト
の
考
え
で
は
、
自
分
自
身
の
尊
厳
に
道
徳
の
根
拠
を
置
く
の
は
不
十
分

な
説
明
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
自
ら
と
同
様
に
理
性
的
で
自
律
的
な
他
者
の
尊
厳
に
こ
そ
道
徳
の
根
拠
が
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
道
徳
の
根
拠
の
間
主
観
的
転
回
を
果
た
し
た
の
が
Ｋ
・
Ｏ
・
ア
ー
ペ
ル
と
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
ら
の
討
議
倫
理
で
あ
る
。
ア
ー
ペ
ル

が
、
道
徳
原
理
🄤
の
超
越
論
的
─
語
用
論
的
根
拠
づ
け
の
論
証
に
お
い
て
主
張
し
た
の
は
、
論
証
す
る
者
が
不
可
避
的
に
引
き
受
け
ざ

る
を
え
な
い
論
証
前
提
に
は
、
道
徳
的
根
本
規
範
の
性
質
を
有
す
る
規
範
的
諸
前
提
が
常
に
す
で
に
含
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
す
で
に
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
、
論
証
前
提
に
道
徳
の
根
拠
を
直
接
求
め
よ
う
と
す
る
ア
ー
ペ
ル
の
方

法
を
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。
我
々
が
討
議
に
参
加
す
る
場
合
に
の
み
拘
束
力
を
も
つ
に
過
ぎ
な
い
論
証
前
提
は
、
討
議
外
で
は

拘
束
力
を
失
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
論
証
前
提
の
「
ね
ば
な
ら
な
い
（M

uss
）」
は
討
議
外
の
行
為
義
務
の
「
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
は
異
な

り
、
道
徳
的
義
務
の
根
拠
に
な
り
え
な
い
。
代
わ
っ
て
彼
が
採
っ
た
根
拠
づ
け
戦
略
は
、
我
々
の
実
存
的
関
心
に
訴
え
る
も
の
で
あ
っ

た
。
我
々
は
、
個
々
人
が
自
由
で
平
等
な
も
の
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
よ
う
な
道
徳
的
共
同
体
に
属
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
関
心

が
正
当
化
へ
の
義
務
を
引
き
受
け
る
根
拠
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
こ
の
よ
う
な
倫

（
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理
的
根
拠
を
道
徳
の
根
拠
と
し
た
こ
と
を
批
判
す
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
道
徳
の
根
拠
は
無
条
件
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
道
徳
の
根
拠
の
所
在
を
明
確
化
す
る
た
め
に
、
第
二
階
の
実
践
的
洞
察
（praktische 

Einsicht zw
eiter O

rdnung

）
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
。
こ
れ
は
、
相
互
─
一
般
的
正
当
化
の
原
理
へ
の
洞
察
で
あ
り
、
そ
の
原

理
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
た
個
々
の
為
す
べ
き
行
為
や
道
徳
規
範
へ
の
第
一
階
の
洞
察
か
ら
は
区
別
さ
れ
た
、
特
定
の
内
容
を
有
さ
ぬ
純0

粋0

か
つ
根
本
的
な

0

0

0

0

洞
察
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
、
行
為
や
道
徳
規
範
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
「
ど
の
よ
う
に
し
て
か
（W

ie

）」
へ
の

洞
察
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
各
々
の
道
徳
的
人
格
が
、
相
互
─
一
般
的
正
当
化
の
原
理
に
対
応
し
た
正
当
化
へ
の
無
条
件
的
な

0

0

0

0

0

義
務
を

負
う
「
こ
と
（D

ass

）」
へ
の
洞
察
で
も
あ
る
が
ゆ
え
に
、
自
ら
を
正
当
化
す
る
更
な
る
理
由
を
要
し
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
洞
察
は
、

行
為
が
為
さ
れ
る
「
実
践
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
に
お
い
て
、
相
互
─
一
般
的
正
当
化
の
原
理
を
正
当
化
基
準
と
し
て
引
き
受
け
ね
ば
な

ら
ぬ
こ
と
へ
の
実
践
的

0

0

0

洞
察
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
道
徳
的
要
求
の
認
証
条
件
か
ら
獲
得
さ
れ
た
、
相
互
─
一
般
的
正
当
化
の
原
理
と
い

う
論
証
上
の
「
ね
ば
な
ら
な
い
」
を
、
討
議
の
外
に
お
け
る
行
為
上
の
「
ね
ば
な
ら
な
い
」
へ
と
媒
介
す
る
洞
察
で
あ
る
。
最
後
に
、

正
当
化
へ
の
無
条
件
的
な
義
務
は
、
自
分
自
身
で
は
な
く
、
他
者

0

0

に
対
し
て
負
う
（
応
答
）
責
任
（V

erantw
ortung

）
で
あ
る
。
フ

ォ
ル
ス
ト
は
他
者
に
対
す
る
正
当
化
へ
の
無
条
件
的
な
義
務
こ
そ
が
道
徳
の
根
拠
だ
と
結
論
し
た
後
、
さ
ら
に
続
け
て
、
他
者
に
対
す

る
責
任
を
よ
り
詳
し
く
論
じ
る
。

　

フ
ォ
ル
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
正
当
化
へ
の
無
条
件
的
な
義
務
は
人
間
（M

ensch

）
と
し
て
の
我
々
が
有
す
る
義
務
で
あ
り
、
そ
の
限

り
で
、
他
者
に
対
す
る
責
任
と
は
「
理
性
を
備
え
、
か
つ
、
苦
悩
し
う
る
（potenziell leidend

）
主
体
で
あ
る
他
の
人
間
た
ち
に
対

す
る
、
人
間
と
し
て
の
責
任
」
で
あ
る
。
第
二
階
の
実
践
的
洞
察
を
通
じ
て
、
人
間
た
ち
は
、
理
性
を
備
え
、
責
任
を
有
し
た
自
律
的

存
在
と
し
て
、
そ
し
て
、
全
て
の
人
間
を
含
む
正
当
化
共
同
体
の
成
員
と
し
て
互
い
に
承
認
し
あ
い
、
道
徳
的
人
格
と
し
て
、
全
て
の

人
間
に
対
し
て
正
当
化
へ
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
ま
で
の
道
徳
的
人
格
の
説
明
は
、
理
性
を
備
え
た
存
在
と
し

（
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て
の
側
面
か
ら
の
み
行
わ
れ
て
お
り
、
苦
悩
し
う
る
存
在
と
し
て
の
側
面
か
ら
も
説
明
を
補
足
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
我
々
が
自
律
的
存
在
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
有
限
な
（endlich

）
存
在
と
し
て
も
、
他
の
人
間
に
対
し
て
正
当

化
へ
の
義
務
を
負
う
と
述
べ
る
。
彼
の
い
う
有
限
性
は
二
つ
の
意
味
を
も
つ
。
第
一
に
、
人
間
は
傷
つ
き
や
す
く
（verletzbar

）、

身
体
的
・
精
神
的
に
様
々
な
苦
悩
に
曝
さ
れ
て
い
る
。「
そ
れ
ゆ
え
正
当
化
の
道
徳
は
、
傷
つ
き
や
す
く
有
限
な
存
在
と
し
て
の
人
間

が
、
道
徳
的
尊
敬
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
伴
っ
て
正
当
化
理
由
を
必
要
と
す
る
と
い
う
洞
察
に
も
依
拠
し
て
い
る
［RaR, S.67

］」。
第

二
に
、
有
限
性
は
、
道
徳
的
正
当
化
が
誤
り
の
な
い
終
局
的
結
論
へ
到
達
し
え
ぬ
と
い
う
可
謬
性
の
意
識
も
意
味
す
る
。
こ
の
意
識
は
、

既
存
の
正
当
化
理
由
が
相
互
─
一
般
的
に
正
当
化
さ
れ
う
る
か
否
か
の
再
検
討
を
絶
え
間
な
く
要
求
す
る
。「
こ
こ
に
お
い
て
も
、
人

間
の
有
限
性
や
（
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
や
評
価
の
）
被
制
約
性
は
、
正
当
化
へ
の
無
条
件
的
な
義
務
の
必
要
性
に
反
対
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
必
要
性
を
支
持
す
る
［RaR, S.68

］」。
二
つ
の
有
限
性
へ
の
洞
察
は
、
先
の
人
間
の
理
性
性
へ
の
洞
察
と
共
に
、
道
徳
的

人
格
の
自
己
意
識
を
構
成
し
、
第
二
階
の
実
践
的
洞
察
は
「
人
間
的
洞
察
（m

enschliche Einsicht

）」
と
し
て
完
全
な
も
の
に
な
る
。

　

以
上
の
整
理
を
通
じ
て
、「
な
ぜ
、
そ
も
そ
も
、
全
て
の
人
間
に
対
し
て
道
徳
的
に
行
為
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
」
と
い
う
、
前
章
で

の
問
題
提
起
に
対
す
る
フ
ォ
ル
ス
ト
の
答
え
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
我
々
が
人
間
だ
か
ら
で
あ
る
。
理
性
的
か
つ
有
限
的
な
存

在
で
あ
る
人
間
は
、
全
て
の
人
間
に
対
し
正
当
化
へ
の
無
条
件
的
な
義
務
を
負
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
ま
た
我
々
は
、
人
間
的
洞
察
を
通

じ
て
、
そ
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
（D

ass

）
を
洞
察
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
洞
察
を
前
提
と
す
れ
ば
、
同
性
婚
の
支
持
者
の
主

張
を
聞
か
ず
に
、
自
ら
の
主
張
が
相
互
─
一
般
的
に
正
当
化
可
能
だ
と
強
弁
す
る
反
対
者
た
ち
は
、
正
当
化
へ
の
無
条
件
的
な
義
務
に

反
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
彼
ら
の
要
求
が
相
互
─
一
般
的
に
棄
却
さ
れ
う
る
要
求
だ
と
結
論
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

（
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第
二
節　

第
二
階
の
洞
察
は
人
間
的
洞
察
か
？

　

だ
が
私
見
で
は
、
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
全
て
の
人
間
に
対
す
る
正
当
化
へ
の
無
条
件
的
な
義
務
を
論
証
で
き
て
い
な
い
。
彼
の
論
証
は
、

二
つ
の
手
順
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
。
第
一
に
、
道
徳
的
要
求
の
定
言
的
当
為
効
力
の
維
持
に
は
、
無
条
件
的
な
道
徳
の
根
拠
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
出
発
点
と
し
、
道
徳
的
人
格
が
他
者
に
対
す
る

0

0

0

0

0

0

正
当
化
へ
の
無
条
件
的
な
義
務
を
負
う
こ
と
、
そ
し
て
、
我
々
は
第

二
階
の
実
践
的
洞
察
を
通
じ
て
こ
の
無
条
件
的
な
義
務
を
洞
察
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
。
第
二
に
、
第
二
階
の
実
践
的
洞
察
が
人
間

の
有
限
性
へ
の
洞
察
を
も
含
む
人
間
的
洞
察
だ
と
い
う
説
明
を
背
景
に
、
他
者
に
対
す
る
正
当
化
へ
の
義
務
が
全
て
の
人
間
に
対
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

義
務
だ
と
主
張
さ
れ
た
。
私
見
で
は
、
第
一
の
主
張
は
妥
当
だ
が
第
二
の
主
張
は
、
十
分
な
論
拠
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

そ
も
そ
も
、
第
一
と
第
二
の
主
張
と
の
間
の
関
係
が
、
不
明
瞭
な
印
象
を
受
け
る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
有
限
性
に
関
す
る
論
述
が
、

他
者
に
対
す
る
義
務
の
範
囲
を
全
て
の
人
間
へ
と
拡
大
す
る
上
で
の
論
拠
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
他
者
に
対
す
る
義
務
の
補
足
的
な
記

述
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
こ
の
ど
ち
ら
な
の
か
が
明
確
で
な
い
。
後
者
で
あ
れ
ば
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
他
者
に
対
す
る
正
当
化
へ
の
無
条
件

的
な
義
務
と
、
全
て
の
人
間
に
対
す
る
義
務
と
を
等
置
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
道
徳
的
要
求
が
定
言
的
当
為
効
力
を
有
す
る

こ
と
か
ら
は
、
十
分
に
理
性
を
備
え
た
他
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
対
す
る
義
務
を
導
出
で
き
て
も
、
全
て
の
人
間

0

0

0

0

0

に
対
す
る
義
務
は
導
出
で
き
な
い
。

　

こ
の
点
で
参
考
に
な
る
の
は
Ａ
・
ヴ
ェ
ル
マ
ー
に
よ
る
討
議
倫
理
批
判
で
あ
る
。『
倫
理
学
と
対
話
』（
一
九
八
六
年
）
で
彼
は
、

ア
ー
ペ
ル
と
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
討
議
の
論
証
前
提
か
ら
普
遍
主
義
的
な
道
徳
原
理
🄤
の
導
出
を
試
み
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
批
判
の
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、
論
証
規
範
の
拘
束
力
と
行
為
規
範
の
拘
束
力
と
の
誤
っ
た
混
同
の
指
摘
で
あ
る
。

論
証
上
の
同
権
規
範
の
よ
う
な
論
証
前
提
が
有
す
る
義
務
づ
け
の
力
は
、
討
議
に
す
で
に
参
加
し
て
い
る
者
の
「
論
証
の
や
り
方
」
を

拘
束
す
る
に
過
ぎ
ず
、
討
議
へ
の
参
加
・
討
議
の
継
続
や
拒
絶
と
い
っ
た
「
討
議
外
の
行
為
」
を
拘
束
す
る
道
徳
規
範
の
義
務
づ
け
の

力
と
は
異
な
る
種
類
の
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
論
証
規
範
か
ら
は
普
遍
主
義
的
内
容
を
有
す
る
規
範
が
導
出
で
き
ぬ
こ
と
の
指
摘
で

（
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あ
る
。
討
議
の
論
証
前
提
が
要
求
す
る
の
は
、
自
ら
の
信
念
を
反
駁
す
る
よ
う
な
よ
き
論
拠
を
拒
絶
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
は
、
求
め
ら
れ
れ
ば
「
誰
と
で
も
」
議
論
を
開
始
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
要
求
と
は
異
な
る
。
つ
ま
り
論
証
規
範
は
、
よ
き
論
拠

を
提
出
し
え
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
者
が
討
議
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
批
判
は
、
フ
ォ
ル
ス
ト
の
道
徳
の
根
拠
を
巡
る
議
論
に
も
当
て
は
ま
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
の
議
論
の
狙
い
も
、
道
徳
に
お
け

る
規
範
的
要
求
の
認
証
条
件
の
分
析
を
通
じ
て
獲
得
さ
れ
た
、
相
互
性
・
一
般
性
と
い
う
討
議
内
の
論
証
基
準
を
、
討
議
外
の
行
為
を

も
拘
束
す
る
正
当
化
原
理
と
し
て
根
拠
づ
け
る
こ
と
で
あ
り
、
論
証
上
の
規
範
や
基
準
を
道
徳
原
理
と
し
て
根
拠
づ
け
よ
う
と
す
る
点

で
、
ア
ー
ペ
ル
や
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
同
様
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
ヴ
ェ
ル
マ
ー
の
批
判
の
第
一
の
点
は
フ
ォ
ル
ス
ト
に
は
該
当

し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
二
階
の
実
践
的
洞
察
は
、
実
践
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
相
互
─
一
般
的
正
当
化
の
原
理
を
引
き
受
け

て
い
る
こ
と
へ
の
「
実
践
的
」
洞
察
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
、
原
理
の
拘
束
力
は
討
議
外
の
行
為
に
も
及
ぶ
か
ら
で
あ
る
。

　

だ
が
第
二
の
点
は
フ
ォ
ル
ス
ト
に
も
当
て
は
ま
る
。
道
徳
的
要
求
の
定
言
的
当
為
効
力
は
、
要
求
が
全
て
の
人
間
に
支
持
さ
れ
う
る

こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
意
味
は
、
日
常
的
な
例
に
鑑
み
れ
ば
、
規
範
が
十
分
に
理
性
を
備
え
た
全
て
の
関
係
者
に
よ
り
支

持
さ
れ
う
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
ド
ラ
ッ
グ
や
若
年
者
に
よ
る
飲
酒
喫
煙
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
禁
止

は
、
薬
物
使
用
者
や
若
年
者
が
十
分
に
理
性
を
備
え
て
お
ら
ず
、
よ
き
論
拠
を
提
出
し
え
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
彼
・
彼
女
以
外
の
理

性
的
と
さ
れ
る
人
々
の
間
で
正
当
化
さ
れ
る
。
十
分
に
理
性
を
備
え
た
者
は
誰
か
と
い
う
範
囲
は
、
時
代
や
地
域
、
問
題
の
事
柄
に
応

じ
て
変
わ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
範
囲
が
ど
う
で
あ
れ
、
相
互
性
と
一
般
性
と
い
う
基
準
が
十
分
に
理
性
を
備
え
た
人
々
の
間

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
満
た

さ
れ
れ
ば
、
要
求
は
定
言
的
当
為
効
力
を
獲
得
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
道
徳
的
要
求
の
分
析
か
ら
直
ち
に
、
全
て
の
人

0

0

0

0

間
た
ち
の
間

0

0

0

0

0

で
の
相
互
性
・
一
般
性
お
よ
び
全
て
の
人
間
に
対
す
る
正
当
化
へ
の
義
務
を
導
出
す
る
の
は
性
急
に
過
ぎ
る
。
こ
の
導
出

が
可
能
な
の
は
、
お
よ
そ
人
間
で
あ
れ
ば
道
徳
的
問
題
に
対
し
て
よ
い
論
拠
を
提
出
し
う
る
だ
け
の
理
性
を
有
す
る
と
い
う
普
遍
主
義
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的
人
間
像
が
前
提
と
さ
れ
る
場
合
の
み
で
あ
り
、
こ
の
前
提
の
正
当
化
に
は
更
な
る
道
徳
理
論
上
の
根
拠
を
要
す
る
。

　

で
は
、
人
間
の
有
限
性
に
関
す
る
論
述
を
、
他
者
に
対
す
る
義
務
を
全
て
の
人
間
へ
展
開
す
る
上
で
の
論
拠
と
捉
え
た
場
合
、
こ
の

論
証
は
成
功
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
見
で
は
、
こ
の
場
合
で
も
、
全
て
の
人
間
に
対
す
る
義
務
は
根
拠
づ
け
ら
れ
え
な
い
。
先

述
の
よ
う
に
、
フ
ォ
ル
ス
ト
に
と
っ
て
の
人
間
の
有
限
性
と
は
傷
つ
き
や
す
さ
と
可
謬
性
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
ゆ
え
に
、
人
間
は

正
当
化
へ
の
無
条
件
的
な
義
務
を
「
必
要
と
す
るbedürfen

」。
こ
の
「
必
要
と
す
る
」
は
、
少
な
く
と
も
二
通
り
に
解
釈
し
う
る
。

第
一
に
、
傷
つ
き
や
す
く
、
誤
り
を
免
れ
得
な
い
人
間
は
、
自
ら
の
生
活
が
破
綻
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
正
当
化
へ
の
義
務
を
必
要
と

す
る
、
と
い
う
よ
う
に
目
的
─
手
段
関
係
上
の
必
要
性
と
し
て
解
釈
さ
れ
う
る
。
第
二
に
、
傷
つ
き
や
す
く
、
誤
り
を
免
れ
得
な
い
人

間
た
ち
は
、
進
化
や
学
習
の
過
程
で
、
正
当
化
へ
の
義
務
を
相
互
に
負
う
こ
と
が
生
存
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な

進
化
論
的
な
必
要
性
と
し
て
も
解
釈
さ
れ
う
る
。
だ
が
、
ど
ち
ら
の
解
釈
も
定
言
的
な
道
徳
の
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
。

　

第
一
の
解
釈
で
は
、
正
当
化
へ
の
義
務
が
、
安
定
的
な
生
活
と
い
う
目
的
の
手
段
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
道

徳
の
根
拠
を
生
存
に
関
す
る
個
々
人
の
利
害
関
心
へ
還
元
す
る
道
具
的
論
拠
で
あ
り
、
フ
ォ
ル
ス
ト
の
考
え
る
道
徳
か
ら
の
逸
脱
が
生

活
の
安
定
を
妨
げ
る
こ
と
無
し
に
私
の
利
益
に
な
る
と
思
わ
れ
る
状
況
（
た
と
え
ば
強
力
で
私
的
な
護
衛
を
擁
す
る
主
人
が
奴
隷
を
使

役
す
る
と
い
う
状
況
）
を
想
像
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
い
以
上
、
定
言
的
な
道
徳
が
求
め
る
無
条
件
的
な
根
拠
に
合
致
し
な
い
。
無
条

件
的
な
根
拠
で
は
な
い
と
い
う
点
で
は
、
第
二
の
解
釈
も
同
様
で
あ
る
。
第
二
の
解
釈
は
、
正
当
化
へ
の
義
務
が
人
間
の
進
化
・
学
習

過
程
で
必
要
と
さ
れ
た
と
い
う
経
験
的
命
題
を
道
徳
の
根
拠
に
持
ち
込
む
。
こ
の
命
題
の
妥
当
性
が
自
明
で
な
い
こ
と
を
示
す
に
は
、

い
ま
だ
地
球
上
で
は
数
多
く
の
不
正
が
為
さ
れ
、
ま
た
、
無
関
心
な
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
指
摘
す
る
だ
け
で
十
分
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
命
題
の
妥
当
性
に
つ
い
て
の
見
解
が
個
人
の
立
場
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
異
な
る
以
上
、
進
化
論
的
な
必
要
性
も
定

言
的
な
道
徳
を
支
え
る
無
条
件
的
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
・
第
二
の
解
釈
の
場
合
と
も
に
、
人
間
の
有
限
性
は
、
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他
者
に
対
す
る
正
当
化
へ
の
義
務
を
全
て
の
人
間
に
ま
で
拡
張
す
る
論
拠
と
は
な
り
え
な
い
。

　

以
上
の
考
察
の
結
果
、
道
徳
的
人
格
と
し
て
の
我
々
が
正
当
化
へ
の
義
務
を
負
う
の
は
、
十
分
に
理
性
を
備
え
た
他
者
ま
で
で
あ
り
、

全
て
の
人
間
に
ま
で
範
囲
を
広
げ
る
根
拠
を
フ
ォ
ル
ス
ト
の
論
証
は
欠
く
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
結
論
は
、
前
章
で
検
討
し

た
同
性
婚
の
事
例
、
さ
ら
に
、
フ
ォ
ル
ス
ト
の
実
質
的
識
別
力
の
主
張
に
影
響
す
る
。
全
て
の
人
間
に
対
す
る
正
当
化
へ
の
義
務
が
根

拠
づ
け
ら
れ
え
ぬ
以
上
、
同
性
婚
の
反
対
者
の
主
張
を
相
互
─
一
般
的
に
正
当
化
不
可
能
だ
と
直
ち
に
棄
却
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
し
、

反
対
者
が
賛
成
者
を
十
分
な
理
性
を
欠
い
た
者
と
み
な
す
な
ら
ば
、
反
対
側
の
主
張
は
（
反
対
側
に
と
っ
て
は
）
相
互
─
一
般
的
に
正

当
化
可
能
で
さ
え
あ
る
。
同
様
の
図
式
は
、
人
種
差
別
・
性
差
別
・
貧
富
の
格
差
と
い
っ
た
フ
ォ
ル
ス
ト
が
批
判
し
た
い
と
考
え
る
ど

の
事
例
に
も
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
合
意
理
論
か
ら
の
脱
却
の
要
で
あ
る
「
相
互
─
一
般
的
に
棄
却
し
え
ぬ
」
の
基
準
は
、

全
て
の
人
間
に
対
す
る
正
当
化
へ
の
無
条
件
的
な
義
務
を
前
提
し
て
初
め
て
、
実
質
的
識
別
力
を
備
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
影
響
は
、
道
徳
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
留
ま
ら
ず
、
法
・
国
家
市
民
と
民
主
制
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
も
及
ぶ
。
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、

自
由
主
義
的
な
保
護
権
・
政
治
的
参
加
権
・
社
会
的
権
利
・
経
済
的
権
利
そ
し
て
配
分
請
求
権
が
、
道
徳
的
・
法
的
権
利
と
し
て
、
相

互
─
一
般
的
に
棄
却
し
え
ぬ
権
利
と
し
て
正
当
化
さ
れ
う
る
と
主
張
し
た
。
だ
が
、
全
て
の
人
間
に
対
す
る
正
当
化
へ
の
義
務
の
根
拠

が
失
わ
れ
た
い
ま
、
こ
れ
ら
諸
権
利
は
相
互
─
一
般
的
正
当
化
の
原
理
か
ら
直
ち
に
は
導
出
さ
れ
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
配
分
請
求
権

（
あ
る
い
は
正
義
原
理
と
し
て
の
格
差
原
理
）
が
そ
の
よ
う
に
正
当
化
さ
れ
う
る
の
は
、
社
会
で
最
も
不
遇
な
立
場
に
あ
る
人
々
が
十

分
理
性
を
備
え
た
存
在
と
み
な
さ
れ
、
正
当
化
へ
の
権
利
を
認
め
ら
れ
た
場
合
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
際
に
決
定
的
な
役
目
を
果
た
す
の

は
、
相
互
性
・
一
般
性
と
い
う
形
式
的
基
準
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
最
も
不
遇
な
立
場
に
あ
る
人
々
と
そ
う
で
な
い
人
々
と
の
間
の
同

質
性
の
意
識
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
後
者
が
前
者
を
自
ら
と
変
わ
ら
ぬ
存
在
と
し
て
把
握
し
、
互
い
に
最
低
限
の
所
得
保
障
を
認
め

た
い
と
い
う
状
況
解
釈
・
自
己
理
解
を
前
提
と
し
て
初
め
て
、
配
分
請
求
権
は
相
互
─
一
般
的
に
正
当
化
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

（
53
）
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一
方
、
自
由
主
義
的
な
保
護
権
・
政
治
的
参
加
権
は
、
最
も
不
遇
な
立
場
に
あ
る
者
に
多
大
な
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
る
配
分
請
求
権
と

異
な
り
、
全
て
の
立
場
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
の
で
、
一
般
的
・
相
互
的
に
正
当
化
さ
れ
た
基
本
権
と
し
て
制
定
さ
れ
う
る
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
そ
の
場
合
で
も
、
法
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
、
そ
れ
ら
の
権
利
が
全
て
の
人
間
に
平
等
に
適
用
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
た
と

え
ば
、
女
性
に
参
政
権
を
認
め
ぬ
こ
と
や
有
色
人
種
の
不
当
逮
捕
が
、
直
ち
に
、
妥
当
し
て
い
る
基
本
権
に
抵
触
す
る
訳
で
は
な
い
。

そ
れ
ら
が
解
釈
を
通
じ
て
適
用
可
能
に
な
る
か
否
か
は
、
人
種
間
の
、
ま
た
、
女
性
と
男
性
と
の
関
係
性
に
関
す
る
我
々
の
状
況
解

釈
・
自
己
理
解
に
依
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
徳
・
国
家
市
民
と
民
主
制
・
法
の
ど
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
も
、
実
質
的
判
断
の
導
出

に
決
定
的
な
の
は
、
相
互
─
一
般
的
正
当
化
原
理
と
い
う
手
続
的
基
準
で
は
な
く
、
我
々
の
状
況
解
釈
と
自
己
理
解
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、
実
質
的
識
別
力
の
主
張
が
根
拠
を
欠
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
点
を
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
討
議
理
論
か
ら
の

進
展
と
は
み
な
せ
な
い
。
だ
が
、
次
の
二
点
は
有
意
義
な
進
展
・
継
承
と
評
価
す
べ
き
と
考
え
る
。
第
一
は
、
第
二
階
の
実
践
的
洞
察

の
概
念
を
通
じ
て
、
道
徳
の
根
拠
を
他
者
に
対
す
る
正
当
化
へ
の
無
条
件
的
な
義
務
に
見
出
し
た
点
で
あ
る
。
定
言
的
な
道
徳
的
義
務

の
存
在
を
前
提
に
し
た
と
き
、
道
徳
の
根
拠
が
無
条
件
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
主
張
は
一
貫
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
人
間
的
洞

察
へ
の
展
開
は
論
拠
が
不
十
分
で
あ
る
）。
第
二
は
、
一
つ
の
手
続
的
原
理
と
複
数
の
実
践
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
い
う
基
本
的
枠
組
を
、

討
議
理
論
か
ら
継
承
し
た
点
で
あ
る
。
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
行
為
の
正
当
化
を
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
応
じ
て
四
つ
に
類
型
化
す
る
こ
と
で
、

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
双
方
の
主
張
を
活
か
し
つ
つ
、
両
者
を
総
合
し
よ
う
と
試
み
た
。
こ
れ
は
ハ
ー
バ
ー
マ
ス

討
議
理
論
も
当
初
か
ら
意
図
し
て
き
た
も
の
で
、
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
よ
り
整
っ
た
見
取
り
図
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
え
る
。

　

と
は
い
え
私
見
で
は
、
フ
ォ
ル
ス
ト
の
諸
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
、
全
て
の
人
間
に
対
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

正
当
化
へ
の
義
務
を
前
提
と
し
て
初
め
て
明

（
54
）
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確
に
区
別
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
前
提
が
失
わ
れ
た
い
ま
、
彼
の
主
張
は
修
正
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
倫
理
と
道
徳
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

の
違
い
が
曖
昧
に
な
る
。
彼
は
、
特
別
な
他
者
と
の
間
で
の
倫
理
的
責
務
と
全
て
の
人
間
の
間
で
の
道
徳
的
義
務
と
を
区
別
し
た
が
、

後
者
の
根
拠
が
失
わ
れ
た
い
ま
、
た
と
え
ば
、
宗
教
的
信
念
を
理
由
と
し
た
同
性
愛
の
禁
止
は
倫
理
的
責
務
で
あ
る
と
同
時
に
道
徳
的

義
務
で
も
あ
り
う
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
に
、
倫
理
と
法
、
あ
る
い
は
国
家
市
民
や
民
主
制
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
の
区
別
を
曖
昧
に
す

る
。
た
と
え
ば
、
配
分
請
求
権
の
法
的
権
利
化
が
相
互
─
一
般
的
な
政
治
的
責
務
か
、
ま
た
、
平
等
な
保
護
権
や
参
政
権
の
付
与
が
相

互
─
一
般
的
な
法
的
責
務
か
は
、
最
も
不
遇
な
人
々
や
有
色
人
種
、
女
性
を
、
自
ら
と
同
じ
政
治
的
・
法
的
共
同
体
に
属
す
る
重
要
な

他
者
と
み
な
す
か
否
か
と
い
う
倫
理
的
見
解
に
依
存
し
、
も
し
そ
れ
ら
が
責
務
と
な
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
道
徳
的
義
務
で
も
あ
る
。

　

フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
実
践
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
応
じ
た
四
種
類
の
責
務
や
義
務
の
概
念
を
提
示
し
た
。
だ
が
以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
れ

ば
、
実
践
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
の
義
務
は
「
実
践
的
義
務
」
の
概
念
一
つ
で
十
分
で
あ
る
。
こ
の
概
念
が
、
個
別
具
体
的
状
況
の
中
で
、

た
と
え
ば
、
親
や
友
人
と
し
て
の
義
務
・
日
本
国
民
と
し
て
の
義
務
・
世
界
市
民
と
し
て
の
義
務
等
、
様
々
に
具
体
化
さ
れ
る
の
だ
。

む
ろ
ん
、
義
務
を
負
う
範
囲
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
実
践
的
義
務
を
倫
理
的
責
務
・
政
治
的
責
務
・
道
徳
的
義
務
等
へ
分
類
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
分
類
は
単
な
る
便
宜
上
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
に
過
ぎ
ず
、
そ
こ
に
概
念
的
区
別
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。

　

一
つ
の
実
践
的
義
務
の
概
念
の
具
体
化
（
別
様
に
い
え
ば
、
義
務
概
念
の
分
析
か
ら
獲
得
さ
れ
た
形
式
的
─
手
続
的
原
理
に
よ
る
具

体
的
義
務
の
導
出
）
は
、
常
に
、
個
別
具
体
的
状
況
の
適
切
な
把
握
、
そ
し
て
、
適
切
な
把
握
を
為
し
う
る
だ
け
の
十
分
な
理
性
を
備

え
た
存
在
者
の
範
囲
確
定
を
伴
う
。
た
と
え
ば
、
同
性
婚
の
事
例
で
は
、
結
婚
制
度
の
目
的
や
本
質
、
同
性
婚
を
認
め
た
場
合
の
社
会

へ
の
影
響
等
を
適
切
に
把
握
し
う
る
者
が
、
十
分
理
性
的
な
存
在
と
さ
れ
る
。
結
婚
制
度
の
本
質
が
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
愛
情
と
さ
れ
れ

ば
、
同
性
愛
者
は
十
分
理
性
的
な
存
在
と
し
て
承
認
さ
れ
、
同
性
婚
の
容
認
は
義
務
と
な
る
が
、
生
殖
な
ら
ば
、
同
性
愛
者
は
非
理
性

的
な
存
在
と
し
て
、
酷
い
場
合
に
は
、
精
神
疾
患
者
と
し
て
排
除
さ
れ
、
同
性
婚
の
禁
止
が
義
務
と
さ
れ
る
（
容
認
は
義
務
で
は
な

（
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）

（
56
）



論　　　説

（阪大法学）67（5-218）　998 〔2018. 1 〕

い
）。
こ
こ
に
、
具
体
的
義
務
の
導
出
に
お
い
て
決
定
的
な
の
は
私
の
状
況
解
釈
と
自
己
理
解
だ
と
い
う
ヴ
ェ
ル
マ
ー
の
テ
ー
ゼ
の
正

し
さ
が
あ
る
。
だ
が
同
時
に
強
調
さ
れ
る
べ
き
は
、
具
体
的
状
況
に
お
け
る
私
の
状
況
解
釈
と
自
己
理
解
が
、
当
該
状
況
に
関
係
す
る

十
分
理
性
的
な
全
て
の
他
者
に
よ
り
相
互
─
一
般
的
に
共
有
さ
れ
て
初
め
て
、
実
践
的
義
務
が
手
続
的
原
理
を
通
じ
て
導
出
さ
れ
う
る

こ
と
で
あ
る
。
私
見
で
は
、
実
践
的
義
務
の
導
出
に
お
け
る
最
も

0

0

重
要
な
契
機
は
、
義
務
の
定
言
性
か
ら
獲
得
さ
れ
る
相
互
─
一
般
的

正
当
化
の
原
理
の
よ
う
な
形
式
的
─
手
続
的
原
理
そ
れ
自
体
で
も
な
け
れ
ば
、
個
別
具
体
的
な
状
況
の
適
切
な
把
握
や
十
分
理
性
的
な

他
者
の
範
囲
画
定
そ
れ
自
体
で
も
な
い
。
重
要
な
の
は
、
根
本
原
理
の
個
別
具
体
的
な
状
況
へ
の
適
用

0

0

で
あ
り
、
一
般
的
な
（allge-

m
ein

）
実
践
的
義
務
の
概
念
の
下
に
、
特
殊
な
（besonder

）
状
況
を
含
み
入
れ
る
「
判
断
力
（U

rteilskraft

）
の
行
使
」
で
あ
る
。

　
『
実
践
理
性
批
判
』
で
カ
ン
ト
は
、
義
務
の
定
言
性
の
分
析
か
ら
、
実
践
的
根
本
原
理
た
る
定
言
命
法
を
定
式
化
し
た
。
定
言
命
法

は
、
あ
ら
ゆ
る
経
験
的
内
容
の
排
除
を
特
徴
と
す
る
が
、
そ
れ
が
現
実
の
我
々
の
意
志
を
規
定
す
る
に
は
、
そ
の
都
度
の
状
況
下
で
実

質
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
カ
ン
ト
倫
理
学
に
お
い
て
、
形
式
的
な
定
言
命
法
と
個
別
具
体
的
状
況
と
の
媒
介
を
担
っ
た
能
力
こ
そ

「
実
践
的
判
断
力
」
で
あ
っ
た
。
現
代
の
実
践
哲
学
で
は
、
実
践
的
判
断
力
へ
の
関
心
は
ほ
ぼ
失
わ
れ
、
フ
ォ
ル
ス
ト
も
こ
の
概
念
を

重
要
視
し
て
い
な
い
。
だ
が
本
稿
で
見
た
よ
う
に
、
相
互
─
一
般
的
正
当
化
の
原
理
が
実
質
的
識
別
力
を
有
さ
ぬ
以
上
、
考
察
の
焦
点

を
「
実
践
的
判
断
力
の
問
題
」
へ
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
個
別
具
体
的
状
況
で
、
い
か
に
し
て
、
形
式
的
─
手
続
的
原
理
か

ら
実
質
的
な
実
践
的
義
務
が
導
出
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
実
践
的
判
断
の
過
程
を
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
検
討
の
末
に
、

全
て
の
人
間
が
従
う
べ
き
判
断
力
の
普
遍
的
な
（universal

）
行
使
の
仕
方
を
見
出
し
う
る
か
否
か
は
、
未
決
の
問
い
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、Ch. T

aylor, Sources of the Self, H
arvard U

niversity Press, 1989, pp. 85-90.

〔『
自
我
の
源
泉
』（
下
川
潔
、
桜
井
徹
、

田
中
智
彦
訳
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
一
〇
一
─
一
〇
七
頁
〕
を
参
照
。

（
57
）

（
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）

（
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）
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た
と
え
ば
、
Ａ
・
カ
ウ
フ
マ
ン
『
法
・
人
格
・
正
義
』（
上
田
健
二
、
竹
下
賢
、
永
尾
孝
雄
、
西
野
基
継
編
訳
、
昭
和
堂
、
一
九
九
六
年
）

一
四
九
─
一
五
四
頁
を
参
照
。

ラ
イ
ナ
ー
・
フ
ォ
ル
ス
ト
（Rainer Forst

）
は
、
一
九
六
四
年
生
ま
れ
の
ド
イ
ツ
の
政
治
哲
学
者
で
、
二
〇
一
八
年
一
月
現
在
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
大
学
で
政
治
理
論
講
座
を
担
当
し
て
い
る
。
彼
は
、
一
九
九
三
年
に
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
指
導
下
で
博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
。

R. Forst, D
as R

echt auf R
echtfertigung, Suhrkam

p, 2007.

本
文
でD

as R
echt auf R

echtfertigung

の
引
用
を
行
う
場
合
は
、

［RaR
］
の
略
記
を
用
い
、
参
照
箇
所
を
横
に
付
す
。

ebd., K
ap. 8.

を
参
照
。

J. H
aberm

as, ʻW
ahrheitstheorienʼ in: H

. Fahrenbach (H
rsg.) W

irklichkeit und R
eflexion Festschrift für W

alter Schulz, 
Günther N

eske, 1973, S. 211-265.
J. H

aberm
as, ʻW

as heißt U
niversalpragm

atik?ʼ in: K
. O

. A
pel (H

rsg.), Sprachpragm
atik und Philosophie, Suhrkam

p, 
1976, S. 174-272.

J. H
aberm

as, M
oralbew

ußtsein und kom
m

unikatives H
andeln, Suhrkam

p, 1983.

〔『
道
徳
意
識
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行

為
』（
三
島
憲
一
、
中
野
敏
男
、
木
前
利
秋
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）〕。

ebd., S. 75.

〔
一
〇
八
頁
〕。
本
稿
の
翻
訳
は
全
て
筆
者
の
訳
に
拠
る
。
邦
語
訳
の
あ
る
も
の
は
、
参
考
に
さ
せ
た
い
た
だ
い
た
。

J. H
aberm

as, E
rläuterungen zur D

iskursethik, Suhrkam
p, 1991, S. 100-118.

〔『
討
議
倫
理
』（
清
水
多
吉
、
朝
倉
輝
一
訳
、
法

政
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
一
一
五
─
一
三
八
頁
〕。

J. H
aberm

as, Faktizität und G
eltung, Suhrkam

p, 1992, S. 138.

〔『
事
実
性
と
妥
当
性
（
上
）』（
河
上
倫
逸
、
耳
野
健
二
訳
、
未
来

社
、
二
〇
〇
二
年
）
一
三
六
頁
〕。

た
と
え
ば
、G. Schönrich, Bei G

elegenheit D
iskurs, Suhrkam

p, 1994, K
ap. 2.

〔『
カ
ン
ト
と
討
議
倫
理
学
の
問
題
』（
加
藤
泰
史

監
訳
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
第
二
章
〕
を
参
照
。

た
と
え
ば
、K

. O
. A

pel, A
useinandersetzungen in E

rprobung des transzendentalpragm
atischen A

nsatzes, Suhrkam
p, 1998, 

K
ap. 13.

〔『
超
越
論
的
語
用
論
と
は
何
か
？
』（
舟
場
保
之
、
久
高
將
晃
訳
、
梓
出
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
第
三
章
〕
を
参
照
。

代
表
的
な
合
意
理
論
批
判
と
し
て
、A

. W
ellm

er, E
thik und D

ialog, Suhrkam
p, 1986.

〔『
倫
理
学
と
対
話
』（
加
藤
泰
史
監
訳
、
法

（
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）
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政
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）〕
を
参
照
。

こ
の
点
は
、
拙
稿
、
宮
田
賢
人
「
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
討
議
理
論
に
お
け
る
実
践
的
判
断
力
の
問
題
と
そ
の
批
判
的
検
討
（
一
）（
二
・
完
）」

『
阪
大
法
学
』（
六
七
巻
第
一
・
二
号
、
二
〇
一
七
年
、
一
四
五
─
一
六
九
頁
、
三
二
九
─
三
六
三
頁
）
で
論
証
を
試
み
た
。

R. Forst, K
ontexte der G

erechtigkeit, Suhrkam
p, 1994.

細
か
い
用
語
の
違
い
が
あ
る
際
は
、『
正
当
化
へ
の
権
利
』
に
従
う
。

R. Forst, (A
nm

. 4), S. 23-24.
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
個
別
の
主
張
や
行
為
の
正
当
化
の
際
に
提
出
さ
れ
るGrund

に
つ
い
て
は
、
複
数
形
（Gründe

）
を
使
う
が
、
道
徳
全

体
を
正
当
化
す
るGrund

に
つ
い
て
は
単
数
形
を
使
う
。
こ
の
違
い
は
、
次
章
で
見
る
よ
う
に
、
道
徳
全
体
は
正
当
化
を
要
す
る
も
の
の
、
個

別
の
行
為
と
違
い
、
あ
れ
こ
れ
理
由
を
述
べ
る
こ
と
で
は
正
当
化
さ
れ
え
ぬ
と
い
う
彼
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
でGründe

は
理
由
、

Grund

は
根
拠
と
訳
し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せbegründen

も
理
由
づ
け
と
根
拠
づ
け
に
文
脈
に
応
じ
て
訳
し
分
け
た
。

ebd., S. 25-26.

こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
関
し
て
は
、R. Forst, (A

nm
. 16), S. 388-395; R. Forst, (A

nm
. 4), K

ap. 3

を
参
照
。

ebd., S. 27-29.
ebd., S. 105.

こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
関
し
て
は
、R. Forst, (A

nm
. 16), S. 395-400; R. Forst, (A

nm
. 4), K

ap. 5, S. 199-205

を
参
照
。

本
稿
で
は
、
フ
ォ
ル
ス
ト
の
使
用
法
を
考
慮
し
、allgem

ein

を
一
般
的
、universal

を
普
遍
的
と
訳
出
し
た
。
本
稿
で
、
一
般
的
に
妥
当

す
る
と
は
、
正
当
化
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
共
有
し
た
人
格
た
ち
の
見
解
を
勘
案
で
き
て
い
る
と
同
義
で
あ
る
。
一
方
で
、
普
遍
的
に
妥
当
す
る
と
は
、

全
て
の
人
格
た
ち
の
見
解
を
勘
案
で
き
て
い
る
を
意
味
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
普
遍
的
に
妥
当
す
る
要
求
や
規
範
は
、
個
々
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
妥
当

性
が
左
右
さ
れ
な
い
点
で
普
遍
的
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の
一
般
的
（general

）
と
普
遍
的
（universal

）
の
用
法

に
関
す
る
仲
正
昌
樹
の
訳
注
も
参
照
。
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
カ
ン
ト
政
治
哲
学
講
義
録
』（
仲
正
昌
樹
訳
、
明
月
堂
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
一
五

四
─
一
五
五
頁
。
ま
た
、
相
互
的
（reziprok

）
の
意
味
は
、
後
述
の
道
徳
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
説
明
を
参
照
。

こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
関
し
て
はR. Forst, (A

nm
. 16), S. 400-402; R. Forst, (A

nm
. 4), S. 206-208.

を
参
照
。

R. Forst, (A
nm

. 16), S. 401-402.
R. Forst, (A

nm
. 16), S.402-408; R.Forst, (A

nm
.4), K

ap.1, 2

を
参
照
。

（
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（
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）
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R.Forst, (A
nm

. 4), S. 33.
ebd., S. 82.
ebd., S. 34, 36.
R. Forst, (A

nm
. 16), S. 347.

ebd., S. 412.
ebd., S. 36.

す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
道
徳
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
正
当
化
の
基
準
は
相
互
─
一
般
的
正
当
化
の
原
理
な
の
で
、
フ

ォ
ル
ス
ト
に
と
っ
て
、「
理
性
的
に
は
棄
却
し
え
ぬ
」
は
「
相
互
─
一
般
的
に
は
棄
却
し
え
ぬ
」
と
同
義
で
あ
る
。

R. Forst, (A
nm

. 4), S. 250.
ebd., S. 28.
ebd., S. 305-318

を
参
照
。
ま
たebd., S. 170-179.

も
参
照
。

ebd., S. 173.
ebd., S. 177-178.

お
よ
びS. 282
も
参
照
。

そ
れ
ゆ
え
フ
ォ
ル
ス
ト
は
、
討
議
原
理
と
法
形
式
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
基
本
権
を
導
出
し
、
意
図
的
に
、
法
的
正
統
化
の
問
題
を
道
徳
的
正

当
化
か
ら
切
り
離
そ
う
と
す
る
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
議
論
を
誤
り
だ
と
論
じ
る
。ebd., S. 176.

を
参
照
。

た
と
え
ばR. Forst, (A

nm
. 16), S. 348, 359, 368.

を
参
照
。

R. Forst, (A
nm

. 4), S. 39-40.

道
徳
の
根
拠
に
関
す
る
記
述
は
、ebd., S.54-73.

お
よ
びK

ap. 2

を
参
照
。

ebd., S. 57-60.
ebd., S. 61-62.

お
よ
びS. 87-88.

を
参
照
。

ebd., S. 88-90.
ebd., S. 91-93.
ebd., S. 61, 63.

お
よ
びS. 93.

を
参
照

ebd., S. 64.

引
用
に
際
しpotenziell leidend

の
前
の
「
さ
ら
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
（w

ie noch zu zeigen sein w
ird

）」
は
省
略
し
た
。

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）

（
47
）

（
48
）



論　　　説

（阪大法学）67（5-222）　1002〔2018. 1 〕

ebd., S. 65-66.
ebd. S. 67-68.

「
こ
の
意
味
で
、
人
間
は
道
徳
の
根
拠
で
あ
り
、
道
徳
は
有
限
的
か
つ
人
間
的
な
『
存
在
』
の
一
つ
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。」ebd., S. 97.

A
. W

ellm
er, (A

nm
. 14), K

ap. 9.

〔
第
九
章
〕。

道
徳
的
懐
疑
論
者
は
、
そ
も
そ
も
無
条
件
的
な
正
当
化
へ
の
義
務
が
あ
る
こ
と
自
体
に
異
議
を
唱
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
紙
幅
の
関
係
で
、
そ

の
異
議
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
懐
疑
論
者
の
異
議
の
検
討
は
他
日
を
期
し
た
い
。

こ
の
結
論
は
『
倫
理
学
と
対
話
』
に
お
け
る
ヴ
ェ
ル
マ
ー
の
次
の
テ
ー
ゼ
に
従
っ
て
い
る
。「
こ
う
し
た
前
提
の
も
と
で
は
、
道
徳
的
な
議

論
は
、
ほ
ぼ
行
為
状
況
や
欲
求
状
態
の
解
釈
と
、
行
為
者
と
受
け
手
の
自
己
理
解
の
み
に
関
わ
る
と
い
う
の
が
、
私
の
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
状
況
解
釈
と
自
己
理
解
に
つ
い
て
意
見
が
一
致
し
た
な
ら
ば
、
道
徳
的
論
争
は
通
常
解
消
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
私
の

0

0

格
率

が
一
般
法
則
と
な
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
が

0

0

0

0

0

（
理
性
的
に
）
意
欲
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
は
、
私
の
状
況
解
釈
や
私
の
自
己
理
解
や
、
私0

の0

諸
解
釈
が
適
切
で
あ
る
か
、
的
確
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
誠
実
で
あ
る
か
と
い
っ
た
問
い
と
、
多
か
れ
少
な
か
れ
同
じ
意
味
に
な
る
の
で
あ
る
。

討
議
倫
理
学
を
悩
ま
す
『
わ
れ
わ
れ
』
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
私
の
状
況
記
述
や
私
の
現
実
理
解
や
私
の
自
己
理
解
の
妥
当
性
の
う
ち
に
存
し
て

い
る
の
で
あ
る
。」A

. W
ellm

er, (A
nm

. 14), S. 125.

〔
一
六
四
頁
〕。
訳
文
は
邦
語
訳
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。

た
だ
し
、
義
務
で
は
な
い
が
望
ま
し
い
善
い
行
為
と
い
う
意
味
で
の
倫
理
的
判
断
は
道
徳
的
義
務
か
ら
明
確
に
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
道
徳
的
義
務
と
法
的
義
務
と
は
、
動
機
の
点
で
、
概
念
的
に
区
別
し
う
る
。
よ
く
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
、
討
議
倫
理
の
🄤
で
は
、
利

益
の
た
め
に
嘘
の
禁
止
規
範
に
同
意
す
る
者
と
、
嘘
の
禁
止
そ
れ
自
体
を
義
務
と
考
え
同
意
す
る
者
と
が
区
別
で
き
な
い
。
紙
幅
の
関
係
で
詳
細

な
検
討
は
控
え
る
が
、
カ
ン
ト
に
よ
る
道
徳
性
と
適
法
性
の
区
別
と
同
じ
も
の
が
必
要
で
あ
る
こ
と
だ
け
述
べ
て
お
く
。

「
判
断
力
と
は
総
じ
て
、
特
殊
な
も
の
を
、
一
般
的
な
も
の
の
も
と
に
ふ
く
ま
れ
た
も
の
と
し
て
思
考
す
る
能
力
の
こ
と
で
あ
る
。」I. 

K
ant, K

ritik der U
rteilskraft, A

naconda, 2015, S. 29.

〔『
判
断
力
批
判
』（
熊
野
純
彦
訳
、
作
品
社
、
二
〇
一
五
年
）
一
八
頁
〕。

I. K
ant, K

ritik der Praktischen V
ernunft, A

naconda, 2011, S. 89-94.

〔『
実
践
理
性
批
判　

附　

倫
理
の
形
而
上
学
基
礎
づ
け
』

（
熊
野
純
彦
訳
、
作
品
社
、
二
〇
一
三
年
）
一
七
六
─
一
八
六
頁
〕。

拙
稿
（
註
（
15
））
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
討
議
理
論
を
実
践
的
判
断
力
の
問
題
の
観
点
か
ら
批
判
し
、
実
践
的
判
断
力
の
課
題
は
、
状
況

が
含
む
無
限
数
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
か
ら
、
全
て
の
関
係
者
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
を
共
同
で
選
ぶ
こ
と
だ
と
い
う
一
応
の
結
論
に
至
っ
た
。
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